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雨の日も楽しいな（6月17日、笠懸第１保育園）
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夏
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祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　
も
う
す
ぐ
祭
り
の
季
節
Ố
伝
統
と
郷
愁

も
う
す
ぐ
祭
り
の
季
節
Ố
伝
統
と
郷
愁
とと

エ
ネ
ル
ギ
ồ
に
満
ち
た
３
つ
の
祭
り
を
活

エ
ネ
ル
ギ
ồ
に
満
ち
た
３
つ
の
祭
り
を
活
力力

に
ỏ
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
Ỷ
う

に
ỏ
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
Ỷ
う
ỐỐ

今
年
は
群
馬
デ
ス
テ
ỹ
ネ
ồ
シ
ἀ
ン
キ

　
今
年
は
群
馬
デ
ス
テ
ỹ
ネ
ồ
シ
ἀ
ン
キ
ỾỾ

ン
ペ
ồ
ン
ớ
群
馬
Ｄ
Ｃ
Ờ
と
タ
イ
ア
ỽ
プ

ン
ペ
ồ
ン
ớ
群
馬
Ｄ
Ｃ
Ờ
と
タ
イ
ア
ỽ
プ
しし

た
イ
ベ
ン
ト
も
花
を
添
え
ま
す

た
イ
ベ
ン
ト
も
花
を
添
え
ま
す
ỐỐ

詳
し
い
行
事
の
内
容
は
ỏ
各
世
帯
に
配

　
詳
し
い
行
事
の
内
容
は
ỏ
各
世
帯
に
配
布布

す
る
祭
り
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

す
る
祭
り
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ỐỐ

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先
　
各
ま
つ
り
実
行
委
員
会

各
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事事

務
局
ớ
観
光
課
内

務
局
ớ
観
光
課
内
ỜỜ
緯緯
　
１
２
７
０

１
２
７
０

（þý）（þý）

大
間
々
祇
園
ま
つ
り

８
月
１
日
㈪
Ỗ
３
日
㈬

会
場
　
大
間
々
本
町
通
り

内
容
　
山
車
巡
行
ỏ
お
は
や
し
競
演
会
ỏ

神
馬
ỏ
北
関
東
氷
彫
刻
大
会
ỏ
ち
び
ỳ

子
み
こ
し
ỏ
打
ち
上
げ
花
火
ỏ
各
種
パ

レ
ồ
ド
ớ
消
防
音
楽
隊
ỏ
民
謡
踊
り
ỏ

企
業
・
団
体
み
こ
し
ỏ
ハ
ồ
レ
ồ
会
交

通
安
全
ỏ
薬
物
乱
用
防
止
ủ
ダ
メ
ゼ
ỽ

タ
イ
Ứ
ỏ
ち
ん
ど
ん
ỏ
防
犯
委
員
会
Ờỏ

こ
ど
も
ひ
ろ
ば
ỏ
ポ
ス
タ
ồ
原
画
展
ỏ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ồ
ほ
か

 祭
り
を
１
２
０
％
楽
し
む
方
法

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ồ
で
豪
華
賞
品
を
狙
え

捌
ủ
み
ど
り
市
夏
祭
り
Ứ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ồ

　
３
つ
の
夏
祭
り
会
場
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を

全
て
集
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
Ố

捌
ủ
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
Ứ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ồ

　
会
場
７
カ
所
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
Ố

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

大
間
々
祇
園
ま
つ
り

捌
民
謡
踊
り
パ
レ
ồ
ド
／
初
日

　
そ
ろ
い
の
支
度
で
華
や
か
に
祭
り
を
彩
り

ま
せ
ん
か
Ố
衣
装
は
お
貸
し
し
ま
す
Ố

捌
山
車
パ
レ
ồ
ド
／
全
日
程

　
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
の
象
徴
ỏ
山
車
の
引

き
手
を
募
集
し
ま
す
Ố
お
子
さ
ん
の
場
合
は

保
護
者
同
伴
Ố
服
装
は
自
由
で
す
Ố

捌
神
馬
／
２
日
目

　
街
中
を
駆
け
巡
る
神
馬
の
世
話
役
と
伴
走

者
を
募
集
し
ま
す
Ố
約
４
㎞
走
る
体
力
の
あ

る
人
ớ
休
憩
有
り
Ờ
Ố
飛
び
入
り
参
加
も
可
Ố

当
日
世
話
役
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
Ố

捌
ハ
ồ
レ
ồ
会
交
通
安
全
パ
レ
ồ
ド
／
３
日
目

　
大
型
バ
イ
ク
の
サ
イ
ド
カ
ồ
に
乗
る
人
を

募
集
し
ま
す
Ố

申
込
期
限
　
７
月
　
日
㈮

ùù

申
込
先
　
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
事
務
局
ớ
観
光
課
内
Ờ
緯
　
１
２
７
０

（þý）

捌
八
坂
祭
典
 神
輿
渡
御
 ／
２
日
目

み
こ
し
と
ぎ
Ỷ

　
神
輿
渡
御
を
彩
る
 稚
児
 ỏ

ち

ご

 手
古
舞
 役
を
募

て
こ
ま
い
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草
木
湖
ま
つ
り

笠
懸
ま
つ
り

８
月
　
日
㈪

øü

会
場
　
東
運
動
公
園

内
容
　
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
ỏ
わ
鐵
Ｌ
Ｅ

カ
ồ
乗
車
体
験
ỏ
あ
づ
ま
太
鼓
ỏ
お
笑

い
ス
テ
ồ
ジ
ớ
ア
ン
カ
ン
ミ
ン
カ
ン
ỏ

タ
ミ
ア
キ
ỏ
一
木
ひ
ろ
し
Ờ
ỏ
音
楽
と

踊
り
の
ス
テ
ồ
ジ
ớ
千
紫
万
紅
ỏ
モ
ン

ス
タ
ồ
シ
ỻ
イ
ク
ỏ
美
翔
女
隊
ỏ
さ
す

ら
い
楽
団
Ờ
ỏ
草
木
ダ
ム
探
訪
ỏ
打
ち

上
げ
花
火
ほ
か

８
月
　
日
㈯
ớ
　
　
　
Ờ

ù÷

会
場
　
笠
懸
運
動
場

内
容
　

×○
 
ク
イ
ズ
大
会
ỏ
い
ず
み
太
鼓
ỏ

ポ
ス
タ
ồ
コ
ン
ク
ồ
ル
表
彰
式
ỏ
大
道

芸
ớ
沢
入
国
際
サ
ồ
カ
ス
学
校
Ờ
ỏ
子

ど
も
八
木
節
ỏ
氷
み
こ
し
ỏ
バ
イ
ク
み

こ
し
ỏ
踊
り
パ
レ
ồ
ド
ỏ
佐
藤
貴
子
さ

ん
ớ
地
元
出
身
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
Ờ
に
よ

る
み
ど
り
市
の
歌
ỏ
八
木
節
ỏ
笠
懸
音

頭
ỏ
笠
響
太
鼓
ỏ
打
ち
上
げ
花
火
ほ
か

集
し
ま
す
Ố
稚
児
は
保
護
者
が
同
伴
で
き
る

お
子
さ
ん
Ố
手
古
舞
は
女
性
の
み
Ố

申
込
先
　
当
番
祭
典
長
ớ
第
６
区
区
長
Ờ

　
新
井
賢
一
さ
ん
緯
　
１
６
６
７

（þù）

笠
懸
ま
つ
り

捌
踊
り
パ
レ
ồ
ド
参
加
者
募
集

　
総
勢
１
５
０
人
が
笠
懸
音
頭
と
八
木
節
で

踊
り
歩
き
ま
す
Ố
参
加
希
望
者
は
練
習
に
お

越
し
く
だ
さ
い
Ố

練
習
日
　
８
月
５
日
㈮
・
　
日
㈭

øø

時
間
　
午
後
７
時
　
分
Ỗ
９
時

ú÷

練
習
会
場
　
笠
懸
野
文
化
ホ
ồ
ル
芝
生
広
場

群
馬
Ｄ
Ｃ
記
念
イ
ベ
ン
ト

大
間
々
祇
園
太
鼓
に
挑
戦

　
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
で
は
ỏ
お
は
や
し
の
 締
 
し
め

太
鼓
の
演
奏
を
体
験
で
き
ま
す
Ố
休
憩
中
の
山

車
に
登
ỳ
て
ỏ
祇
園
太
鼓
に
チ
Ỿ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
Ố
群
馬
Ｄ
Ｃ
の
の
ぼ
り
旗
と
ỏ
太
鼓
体

験
の
看
板
を
目
印
に
お
越
し
く
だ
さ
い
Ố

夏
祭
り
に
行
ỳ
て
ỏ
わ
ỳ
し
ồ
と
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ぐ
ん
ま
ち
Ỵ
ん
と
遊
ぼ
う

　
わ
鐵
の
ニ
ỿ
ồ
ア
イ
ド
ル
ủ
わ
ỳ
し
ồ
Ứ
と

群
馬
が
誇
る
元
祖
ゆ
る
キ
Ỿ
ラ
ủ
ぐ
ん
ま
ち
Ỵ

ん
Ứ
が
ỏ
み
ど
り
市
の
夏

祭
り
に
や
ỳ
て
き

ま
す
Ố
２
人
の
ア

イ
ド
ル
の
競
演
を

お
楽
し
み
に
Ố

大
間
々
祇
園
ま
つ

り
で
は
ỏ
２
日
目

に
登
場
し
ま
す
Ố

荒
天
の
場
合
は

　
日
㈰
に
順
延

ùø
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ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
　
　
　

　
ス
ポ
ン
サ
ồ
募
集

　
大
会
で
使
用
す
る
ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
Ố
ナ
ン
バ
ồ

カ
ồ
ド
は
ỏ
全
参
加
選
手
が
１
枚
ず
つ

着
用
し
ま
す
Ố

※
昨
年
の
エ
ン
ト
リ
ồ
数
は
１
⁌
４
８

６
人
で
し
た
Ố

広
告
掲
載
位
置
・
サ
イ
ズ
な
ど
　

寸
法
　
縦
　
㎝×

 

ù÷

横
　
㎝
中
の
上
段

ùû
部
分
約
４
㎝×

 
　ù÷

㎝
の
範
囲
内
で
ỏ

刷
り
色
は
黒
１
色

で
す
Ố

掲
載
料
　
協
賛
金
と
し
て
　
万
円
以
上

ø÷

ớ
申
込
者
が
複
数
の
場
合
は
ỏ
最
高

額
申
込
者
を
協
賛
者
と
し
ま
す
Ờ

掲
載
で
き
な
い
広
告
　
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
ỏ
政
治
・
宗
教
に
関
す
る

も
の
の
ほ
か
ỏ
業
種
に
よ
ỳ
て
掲
載

で
き
な
い
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
Ố

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
ỏ

草
木
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務

局
ớ
衣
３
７
６
ổ
０
１
０
１
　
み
ど

り
市
大
間
々
町
大
間
々
２
３
５
ổ
６

緯
　
９
８
４
６
・
胃
　
１
９
５
４
Ờ

（þý）

（þý）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

申
込
期
限
　
８
月
１
日
㈪

※
取
扱
要
領
な
ど
必
要
書
類
は
ỏ
社
会

教
育
課
に
あ
る
ほ
か
ỏ
市
の
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
で
き

ま
す
Ố

申
込
期
限
　
８
月
　
日
㈪
消
印
有
効

ùù

開
催
要
項
設
置
場
所
　
社
会
教
育
課

ớ
教
育
庁
舎
Ờ
ỏ
桐
生
大
学
グ
リ
ồ

ン
ア
リ
ồ
ナ
ỏ
笠
懸
庁
舎
１
階
ỏ
大

間
々
庁
舎
市
民
ホ
ồ
ル
ỏ
東
支
所

　
ラ
ン
ナ
ồ
募
集

　
初
秋
の
草
木
湖
畔
を
全
国
か
ら
参
戦

す
る
ラ
ン
ナ
ồ
と
共
に
走
ỳ
て
み
ま
せ

ん
か
Ố
群
馬
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
今
年
は
ỏ

ủ
み
ど
り
市
Ｄ
Ｃ
特
別
賞
Ứ
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ỏ
お
楽
し
み
に
Ố

参
加
資
格
　
健
康
な
人
Ố
年
齢
は
ỏ
大

会
当
日
を
基
準
と
し
ỏ
　
歳
未
満
の

øÿ

人
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
Ố

申
込
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố
申
し
込
み

時
に
コ
ồ
ス
別
の
参
加
料
と
手
数
料

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
Ố

①
開
催
要
項
に
添
付
の
振
替
用
紙
で
ỏ

ゆ
う
ち
Ỷ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
窓
口

に
申
し
込
む

　
払
込
手
数
料
　
１
２
０
円

②
イ
ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
む

　
ア
ド
レ
ス

http://runnet.jp

　
                /  

　
エ
ン
ト
リ
ồ
手
数
料
　
２
０
０
円

　
支
払
方
法
　
ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
ỏ

コ
ン
ビ
ニ
ỏ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
い
ず
れ
か

第33第33回回　

草木湖一草木湖一周周マラソンマラソン
全国大全国大会会
～東日本大震災復興チャリティーマラソン～東日本大震災復興チャリティーマラソン～～
期日：９月18日㈰ 会場：東運動公期日：９月18日㈰　会場：東運動公園園
　
問い合わせ先 草木湖マラソン実行委員会事務局（社会教育課内問い合わせ先　草木湖マラソン実行委員会事務局（社会教育課内））緯緯（76）9846（76）9846

参加料種　目距離スタート

2,500円

男子高校生
　　～39歳の部

12㎞10:45

男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部
女子高校生
　　～39歳の部
女子40歳代の部
女子50歳以上の部

1,500円
中学生男子の部

4㎞10:55
中学生女子の部

参加料種　目距離スタート

1,000円

小学生男子低学年
（１～３年生）の部

1.5㎞

10:00
小学生女子低学年
（１～３年生）の部
小学生男子高学年
（４～６年生）の部

10:20
小学生女子高学年
（４～６年生）の部

2,500円
一般男子
（高校生以上）の部

19㎞10:40
一般女子
（高校生以上）の部

種目、参加料等一覧

1234
第33回草木湖一周マラソン

　今大会は、東日本大震災復興の
チャリティー大会と位置付け、参
加者の皆さんに、参加料とは別に
一口100円で義援金のご協力をお
願いしています。
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参
加
者
募
集

ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
まままままままままままままままままままま
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ
ỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽỽ

ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ỽ
ククククククククククククククククククククク

　
秋
に
開
催
さ
れ
る
県
民
ス
ポ
ồ
ツ
祭

ủ
ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ỽ
ク
２
０
１
１
Ứ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
Ố
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
Ố

期
日
　
　
月
　
日
㈭
ớ
小
雨
決
行
Ờ

ø÷

ùþ

※
予
備
日
　
　
月
４
日
㈮
ớ
開
会
式
ỏ

øø

屋
内
競
技
は
予
備
日
な
し
Ờ
　

種
目
　
卓
球
ỏ
テ
ニ
ス
ỏ
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ỏ
ソ
フ
ト
ボ
ồ
ル
ỏ
剣
道
ỏ
弓
道
ỏ

マ
ラ
ソ
ン
ớ
５
㎞
ỏ
　
㎞
Ờ
ỏ
水
泳
ỏ

ø÷

ペ
タ
ン
ク
ỏ
な
ぎ
な
た
ỏ
太
極
拳
ỏ

囲
碁
ỏ
将
棋
ỏ
か
る
た
ớ
百
人
一
首
Ờ

全
　
種
目

øû

※
そ
の
他
ỏ
ゲ
ồ
ト
ボ
ồ
ル
ỏ
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
ỏ
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン

グ
も
行
な
わ
れ
ま
す
が
ỏ
出
場
者
は

み
ど
り
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
選

考
し
ま
す
Ố

参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
昭
和
　
年
４

ùÿ

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
ỏ
大

会
参
加
に
支
障
の
な
い
健
康
な
人
Ố

た
だ
し
ỏ
な
ぎ
な
た
ỏ
か
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た
は
ỏ

昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

úý

た
人
と
し
ま
す
Ố

応
募
方
法
　
種
目
に
よ
り
実
施
要
領
と

募
集
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ỏ
ま
ず

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

申
込
期
限
　
７
月
　
日
㈪

ùü

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課

高
齢
福
祉
係
緯
　
０
９
７
４

（þý）

　ＪＲグループ６社と地域が協力して行う大型観光キャンペーン、
「群馬ＤＣ」が、７月１日に開幕しました。ＤＣに向けて、市では
地域の皆さんと協力して、観光地や周辺の整備など、さまざまな取
り組みを行ってきました。
　「ようこそみどり市へ！」の心意気で、みどり市を訪れるお客さ
んに、地元の魅力をＰＲしましょう。

問い合わせ先　観光課観光政策係緯（76）1270

みどり、渓谷、古代ロマみどり、渓谷、古代ロマンン

トロッコ列車に夢を乗せてトロッコ列車に夢を乗せて！！

　　　　　　　　群馬デスティネーションキャンペーン（群馬ＤＣ）いよいよ開幕

心にググッとぐんま  わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見

　９月末までのＤＣ期間中、市内でもさまざまな関連
イベントが予定されています。市外のお客さんへのお
勧めはもちろん、市民の皆さんも、今年の夏は地元で
楽しみませんか？

司駅からハイキング
　ＪＲ東日本が主催する「駅からハイキング」をみど
り市で実施します。いつもの街並みも、歩いてみる
と、新しい発見があるかもしれませんよ。
期日　９月25日㈰
コース　ＪＲ岩宿駅→岩宿博物館→ひまわりの花畑→
大間々町内→高津戸峡→ながめ公園→大間々駅
問い合わせ先　観光課観光政策係緯（76）1270

司大間々ながめ亭「DCお楽しみ寄席」
　ＤＣ記念と東日本大震災復興イベントとして、なが
め余興場にて寄席を開催します。
期日　７月18日（月・祝）、24日㈰、８月７日㈰、14日
㈰、21日㈰、28日㈰、９月19日（月・祝）、24日㈯
時間　午前の部 11時～正午（10時30分開場）

 午後の部 １時～２時（０時30分開場）

会場　ながめ余興場
入場料　各１回500円（１日券800円）
※入場料の一部を被災地へ寄付します。
問い合わせ先　ながめ黒子の会事務局緯（73）1195

司岩宿の里「古代料理レストラン」
　古代の調理方法を研究した、全国でも珍しい古代料
理をご提供します。石蒸し料理や石器で肉を切る体験
もできます。
期日　７月から９月の毎週日曜日（７月10日・８月７
日を除く）

時間　午前11時～午後１時
会場　岩宿の里
参加費　一般 2,500円　
　　　　高校生 2,400円
　　　　小・中学生 2,350円
申込方法　希望日の３日前までにご予約ください。
申込・問い合わせ先　岩宿博物館緯（76）1701
司この他にも、夏祭りや草木湖マラソンでタイアップ
企画が用意されています。詳しくは、本紙掲載の各
事業のページをご覧ください。
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国土調査を始めます
大切な財産を守るために

大間々市街地

国
土
調
査
ỳ
て
何
？

　
国
土
調
査
と
は
ỏ
国
土
の
実
態

を
科
学
的
ỏ
総
合
的
に
調
査
し
ỏ

国
土
の
開
発
ỏ
保
全
と
そ
の
利
用

の
高
度
化
に
資
す
る
た
め
の
基
礎

的
資
料
の
整
備
を
目
的
と
し
て
お

り
ỏ
地
籍
調
査
ỏ
土
地
分
類
調

査
ỏ
水
調
査
の
三
種
類
に
大
き
く

分
け
ら
れ
ま
す
Ố

　
今
回
ỏ
市
が
行
う
の
は
ỏ
地
籍

調
査
に
な
り
ま
す
Ố
地
籍
調
査

は
ỏ
皆
さ
ん
の
地
籍
を
新
た
に
書

き
換
え
る
作
業
で
す
Ố

　
地
籍
と
は
ỏ
土
地
に
関
す
る
記

録
の
こ
と
で
ỏ
人
で
い
う
戸
籍
に

当
た
る
も
の
で
す
Ố
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
ỏ
所
有
者
ỏ
地

番
ỏ
地
目
の
調
査
ỏ
境
界
の
確

認
ỏ
地
積
に
関
す
る
測
量
を
行
う

調
査
で
す
Ố

な
ぜ
調
査
が
必
要
？

　
現
在
の
登
記
簿
・
公
図
は
法
務

局
ớ
登
記
所
Ờ
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
ỏ
明
治
時
代
初
期
に

作
ら
れ
た
地
図
な
ど
を
基
に
し
た

も
の
で
ỏ
境
界
ỏ
形
状
ỏ
面
積

は
ỏ
必
ず
し
も
現
状
と
一
致
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

　
そ
こ
で
ỏ
皆
さ
ん
の
貴
重
な
財

産
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
ỏ
地

籍
調
査
に
よ
ỳ
て
改
め
て
調
査
ỏ

測
量
を
し
て
ỏ
正
確
な
土
地
の
記

録
を
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
Ố

こ
ん
な
こ
と
に
役
立
ち
ま
す

噛
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
　
土
地

の
境
界
な
ど
が
明
確
で
な
い

と
ỏ
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
が
ち
で
す
Ố
地
籍
調
査

を
し
て
い
る
と
ỏ
次
の
よ
う
な

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
Ố

　
①
土
地
を
購
入
し
ỏ
改
め
て

測
ỳ
て
み
た
ら
登
記
簿
の

面
積
と
違
ỳ
て
い
た
Ố
 

②
塀
を
つ
く
り
替
え
よ
う
と

し
た
ら
ỏ
隣
の
土
地
の
所

有
者
か
らủ
境
界
が
違
う
Ứ

と
言
わ
れ
た
Ố

③
相
続
を
受
け
た
土
地
の
正

確
な
位
置
が
分
か
ら
な
い
Ố

① ②

③ ④ ⑤

⑩

⑥

⑦ ⑧

⑨

実施区域図　大間々地区（10カ年）実施区域図　大間々地区（10カ年）実施区域図　大間々地区（10カ年）

実施予定地区

対象除外地区

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

地 区 実施年度（予定）
平成 23～24 年度
平成 23～25 年度
平成 24～26 年度
平成 25～27 年度
平成 26～28 年度
平成 27～29 年度
平成 28～30 年度
平成 29～31 年度
平成 30～32 年度
平成 31～33 年度

　市では、今年度から、皆さんの貴重な財産であ
る土地の地籍を確定し、効率的な土地利用を図る
ため、大間々町の市街地について、国土調査を進
めていくことになりました。
　今月号では、国土調査の概要についてお知らせ
します。調査に当たり、皆さんのご理解・ご協力
をお願いします。

問い合わせ先　農林課基盤整備係☎（76）1937
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噛
土
地
取
引
の
円
滑
化
　
登
記
の

信
頼
性
が
増
し
ỏ
安
心
し
て
土

地
の
売
買
や
分
筆
が
で
き
ま
す
Ố

噛
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
立
案
　
き

め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

立
案
が
可
能
と
な
り
ま
す
Ố

噛
公
共
事
業
の
円
滑
化
　
境
界
確

認
作
業
が
簡
単
に
で
き
る
た

め
ỏ
公
共
事
業
が
円
滑
に
進
み

ま
す
Ố

噛
災
害
の
復
旧
　
個
々
の
土
地
が

地
球
上
の
座
標
値
で
表
示
さ
れ

る
た
め
ỏ
災
害
の
後
で
も
ỏ
迅

速
な
復
旧
が
で
き
ま
す
Ố

調
査
の
手
順
は
？
　

　
地
籍
調
査
は
ỏ
大
間
々
地
区
の

実
施
区
域
を
　
分
割
し
ỏ
一
つ
の

ø÷

調
査
地
区
に
つ
き
ỏ
お
よ
そ
３
年

１
サ
イ
ク
ル
で
行
い
ま
す
ớ
６

ペ
ồ
ジ
実
施
区
域
図
参
照
Ờ
Ố

①
実
施
計
画
を
作
る
　
い
つ
ỏ
ど

の
地
域
を
調
査
す
る
の
か
な
ど

の
計
画
を
作
成
し
ま
す
Ố

②
住
民
へ
の
地
元
説
明
会
を
開
催

調
査
内
容
や
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
Ố

③
境
界
の
確
認
ớ
一
筆
地
調
査
Ờ

土
地
の
境
界
を
確
認
し
て
も
ら

い
ỏ
土
地
の
所
有
者
ỏ
地
番
ỏ

地
目
を
調
査
し
ま
す
Ố

④
境
界
の
測
量
ớ
地
籍
測
量
Ờ

各
筆
ご
と
の
地
球
上
の
位
置
を

決
め
る
測
量
を
実
施
し
ỏ
正
確

な
地
図
ớ
地
積
図
Ờ
を
作
り
面

積
を
出
し
ま
す
Ố

⑤
地
籍
簿
を
作
る
　
一
筆
地
調
査

と
地
籍
調
査
の
結
果
を
ま
と

め
ỏ
地
籍
簿
を
作
成
し
ま
す
Ố

⑥
結
果
を
確
認
ớ
閲
覧
Ờ
　
作
成

さ
れ
た
地
籍
図
と
地
籍
簿
を
確

認
で
き
ま
す
Ố
期
間
は
　
日
間

ù÷

で
す
Ố

⑦
成
果
を
登
記
所
へ
送
付
　
登
記

所
で
は
ỏ
地
籍
簿
を
基
に
登
記

簿
を
修
正
し
ま
す
Ố
地
籍
図
が

登
記
所
備
え
付
け
の
正
式
な
地

図
に
な
り
ま
す
Ố

　　　地籍調査で地権者が立ち会う必要が　
　　　あるって聞きましたが？

　　　基本的に境界確認の際は、地権者の人
　　　に立ち会っていただきます（委任状に
より代理人の立会いも可能です）。原則とし
て、境界に接している隣接地権者全員の合意
が無いと境界確認できません。なお、現地立
会いの日程などは、調査が始まる前に市が通
知しますのでご協力をお願いします。

　　　地籍調査事業の費用は誰が払うの？

　　　　地籍調査の費用は国（50％）、県
　　　（25％）、市（25％）で負担します
ので、地権者の負担はありません。しかし、
地籍調査時に境界が決まらなかった場合は、
 筆界 未定という扱いになり、分合筆などの登
ひ っ か い

記の異動ができなくなります。後に筆界未定
地について登記の異動を行う場合には、境界
を決めたり、土地の測量などの作業が必要と
なり、その費用は対象者の個人負担となって
しまいます。

　　　地籍調査の時に土地の名義を書き替え
　　　てもらいたいのだけど？

　　　地籍調査事業で更新できる登記簿の情
　　　報は、面積、地目、所有者名（結婚な
どで姓が変わった場合に限る）、所有者住所
（転居などで変わっている場合に限る）の５
項目になります。原則として所有権移転を伴
う異動は地籍調査ではできません。

　　　地籍調査を行うと土地の面積が増えた
　　　り減ったりするって聞いたんだけど？

　　　地籍調査とは、地権者の皆さんが現在
　　　使っている現状に沿って境界を確認・
再測量して、土地の面積を正しく把握する事
業です。再測量の結果が、現在の土地登記簿
の面積と比べて差異が生じるかもしれません
が、正しい面積を測量しただけで、面積が増
えたり減ったりするわけではありません。

　ここでは、代表的なものだけを紹介してい
ます。皆さんも地籍調査について、何か疑問
がありましたら、お問い合わせください。

地籍調査Ｑ＆Ａ

Ｑ１

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ４
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　今回で３回目になる交流展です。原田泰治さんのふる
さと切手シリーズ「ふるさと心の風景」の原画から23
点、星野富弘さんの作品の中から、ふるさとをテーマに

した作品約50点を展示します。現在も郷里のアトリエで
制作を続ける原田さんと富弘さん。ふるさとから生ま
れ、世界の人々に愛され続ける作品をご覧ください。

富弘美術館 [交流展と夏のイベント]

■原田泰治美術館との交流展

ふるさとから生まれたぼくらの芸術
開催期間 ８月31日㈬まで 開館時間　午前９時～午後５時（期間中無休）

会場　富弘美術館 展示室１～４

原田泰治　「野良時計」
ふるさと心の風景

星野富弘　「山百合」
ふるさとの夏

　美術館内外に隠されたクイズと答えを探し出し、全
問正解を目指しましょう！　全問正解者には素敵な景
品を、また、参加者全員に館内のカフェ半額利用券な
どを差し上げます。一汗かいた後に、カフェで冷たい
物はいかがでしょうか。
期間　７月24日㈰～８月28日㈰
時間　午前10時～午後４時

■富弘美術館で夏の思い出づくり

大きな詩画づくり ～みんなで作る１枚の詩画～ クイズラリー ～富弘美術館で探し出そう～

　イベントに参加して、夏の思い出をつくりませんか。
参加費　無料（入館料：大人500円、小・中学生300円は必要です）
対象　小学生以上

　富弘さんの詩画を皆さん一緒に作りましょう！　 
実物の約６倍の大きさの詩画を４作品作ります。１人
１パーツを選び、水彩絵の具で色を付け、組み合わせ
て１つの作品を完成させます。
期間　７月24日㈰～（４作品完成次第終了）
時間　午前10時～午後４時
会場　富弘美術館　レクチャー室

☎（95）6333
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　市民の皆さんの学習活動に役立てるため、団体やグルー
プの学習会などに市職員が伺い、身近な題材の講座をお
届けします。ぜひご活用ください。
実施日　年末年始（12月29日～１月３日）を除く毎日
時間　午前９時から午後９時までの間で３時間以内
会場　みどり市または桐生市内（会場の手配、準備・片
付けなどは、申込者側でお願いします）
対象　みどり市、または桐生市に在住・在勤または在学
の人で構成する、おおむね10人以上の団体・グループ
費用　無料（材料費などが必要な講座の場合は実費）
申込方法　希望する日の３週間前までに所定の申込書に
必要事項を記入し、提出してください。ファクスでも

構いません（送信の前に社会教育課へご連絡ください）。
申込書の配布・受付場所　社会教育課（教育庁舎）、笠
懸公民館、東公民館、笠懸図書館、大間々図書館
※申込書は、市ホームページからもダウンロードできま
す。詳しくは、ホームページや受付場所で配布するチ
ラシをご覧になるか、お問い合わせください。
注意事項
煙政治、宗教、営利を目的とした活動や、講座の目的に
沿わないものなど、受付できない場合があります。

煙業務の都合で、開催日時などのご希望に添えない場合
があります。
問い合わせ先　社会教育課社会教育係緯（76）9846

みどり市どこでも出前講座 全61講座

【出前講座メニュー】※メニューにないテーマもご相談ください。
所要時間講　座　名分野所要時間講　座　名分野
60分知っておきたい高齢者の保険と福祉

健
康
・
福
祉

30～60分市長講話

地
方
自
治

30分安心して・安全に暮らしていくために
　　　　　　　　　　　　　　（権利擁護）

30分「広報みどり」ができるまで
60分みどり市の台所事情

90分今から始める早めの介護予防60分市税のあらまし
90分認知症サポーター養成講座60分税金を納めないと・・どうなるの？
30分みどり市の農林業に触れて産

業
・
経
済

60分議会の仕組み
30分安心できる農地の貸し借りや売買

60分「監査」ってなに？
　　　　～チェックしてます市の仕事～　 90分桐生ボートレース場はどんなところ《施設見学》

60分みどり市の観光について観光30分みどり市における広域連携事業
45分みんなでなかよく遊びましょう

ま
な
び
・
文
化

30分防犯講座

く
ら
し

60分叱り上手は子育て上手30分防災講座
30分みどり市の生涯学習振興について60～90分交通安全講座《参加体験型》 
45分学校教育の現状について90分子育て支援制度のしくみ

60～90分小中学校の学習指導要領が新しくなりました30分公立保育園ってどんなところ？
60分公民館の利用方法と学習活動・仲間づくり45分水道料金と給水装置
60分ご紹介します、図書館の使い方45分水道水ができるまで
45分読み聞かせは、だれの心にも響きます45分どこまでできる？ごみの分別
60分図書館裏技講座90分人に迷惑をかけない愛犬との生活
30分おはなしの玉手箱20～60分消費生活講座

45分体育館でチャレンジ!!
体力＆健康増進＆ダイエット《施設見学》

30分男女共同参画について

ま
ち
づ
く
り

30分みどり市の都市計画について
90分新指定・登録の文化財30分下水道と住みよい街づくり
90分黒川・仁田山の中世城館30分道の話
90分みどり市の歴史と文化財30分身近で親しみやすい公園づくり

60～90分はじめての古文書30分市営住宅管理について
60～120分岩宿遺跡は、どのような遺跡だったのか30分国民年金について

健
康
・
福
祉

45～120分教科書に見る岩宿遺跡 30分国民健康保険について
60～120分相沢忠洋　その人となり30分後期高齢者医療制度について
60～120分大間々の町並みと文化財60分メタボリックからの脱出
45分収蔵資料から見た「大間々」120分親子で食育フルコース（調理実習）
60分笠懸野文化ホールを知ろう《施設見学》60分親子で健康的な生活習慣を身につけよう
45分星野富弘さんの作品と富弘美術館60分障がい者福祉サービスあれこれ
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①
国
民
健
康
保
険
税
　

　
国
保
の
加
入
世
帯
へ
７
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
Ố

宛
名
は
国
保
加
入
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
ỏ
世
帯
主
と
な
り
ま
す
Ố

　
な
お
ỏ
今
年
度
ỏ
国
民
健
康
保

険
税
ớ
国
保
税
Ờ
の
世
帯
あ
た
り

の
課
税
限
度
額
が
次
の
よ
う
に
引

き
上
げ
に
な
り
ま
す
Ố

煙
医
療
の
給
付
に
充
て
る
額
ớ
医

療
分
Ờ
ộ
　
万
円
ˣ
　
万
円

ü÷

üø

煙
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
に
充

て
る
額
ớ
支
援
分
Ờ
ộ
　
万
円

øú

ˣ
　
万
円

øû

煙
介
護
納
付
金
に
充
て
る
額
ớ
介

護
分
Ờ
ộ
　
万
円
ˣ
　
万
円

ø÷

øù

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税

係
緯
　
０
９
６
４

（76）

②
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
ỳ
て
ỏ

平
成
　
年
３
月
　
日
以
降
に
離
職

ùø

úø

し
ỏ
国
保
に
加
入
し
た
場
合
ỏ
離

職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
の
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま

す
Ố
　
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
ỏ
本

人
の
申
告
が
必
要
で
す
Ố

対
象
者

煙
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

煙
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

ủ
離
職
年
月
日
Ứ
が
平
成
　
年
ùø

３
月
　
日
以
降
の
日
付
で
ỏ

úø

ủ
離
職
理
由
Ứ
の
番
号
が
　
・
øø

　
ỏ
　
Ỗ
　
ỏ
　
Ỗ
　
と
記
載

øù

ùø

ùú

úø

úû

さ
れ
て
い
る
も
の

軽
減
額
　
前
年
の
給
与
所
得
を
１

０
０
分
の
　
と
み
な
し
て
算
定

ú÷

し
ま
す
Ố

軽
減
期
間
　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌

年
度
末
ま
で
の
期
間

申
告
に
必
要
な
物
　
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ỏ
印
鑑
ỏ
身
分
証

明
書
ớ
運
転
免
許
証
な
ど
Ờ

※
特
例
受
給
資
格
者
証
お
よ
び
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
は
ỏ
対
象

外
に
な
り
ま
す
Ố

③
異
動
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き
ỏ
ま
た
は
ỏ
離
職

に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
脱

退
し
た
と
き
は
ỏ
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
Ố

届
け
出
に
必
要
な
物

煙
国
保
に
加
入
す
る
と
き
ộ
健
康

保
険
の
社
会
保
険
離
脱
証
明
書

ớ
離
職
し
た
職
場
で
発
行
Ờ
ỏ

印
鑑
ỏ
身
分
証
明
書
ớ
運
転
免

許
証
な
ど
Ờ

煙
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
ộ
国
保

の
被
保
険
者
証
ỏ
新
た
に
加
入

し
た
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
ỏ

印
鑑
ỏ
身
分
証
明
書
ớ
運
転
免

許
証
な
ど
Ờ

国
民
健
康
保
険ớ
国
保
Ờ・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
か
ら
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険ớ
税
・
異
動
届
・
高
齢
受
給
者
証
Ờ

①
限
度
額
適
用
認
定
証

　
医
療
を
受
け
る
と
ỏ
自
己
負

担
額
ớ
掛
か
ỳ
た
医
療
費
の
１

割
Ỗ
３
割
Ờ
を
窓
口
で
支
払
う

仕
組
み
に
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
こ
の
額
が
一
定
以
上
の
高
額

に
な
ỳ
た
と
き
ỏ
限
度
額
を
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
高
額

療
養
費
の
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố

入
院
す
る
場
合
　
ủ
限
度
額
適

用
認
定
証
Ứ
を
提
示
す
る
こ

と
で
ỏ
健
康
保
険
対
象
の
分

は
ỏ
窓
口
で
の
請
求
が
限
度

額
ま
で
に
な
り
ỏ
高
額
療
養

費
の
請
求
手
続
き
や
ỏ
立
て

替
え
が
不
要
に
な
り
ま
す
Ố

認
定
証
を
受
け
る
に
は
　
入
院

が
分
か
ỳ
た
と
き
に
ỏ
市
役

所
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
Ố
な
お
ỏ
国
保
税
の
滞
納

が
あ
る
場
合
は
ỏ
認
定
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
Ố

対
象
者
　
　
歳
未
満
の
国
保
加

þ÷

入
者

申
請
に
必
要
な
物
　
被
保
険
者

証
ỏ
印
鑑
ỏ
身
分
証
明
書
ớ
運

転
免
許
証
な
ど
Ờ

②
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
ỏ
所
得
に
応
じ
て
入
院
中
の

食
事
代
ớ
食
事
療
養
費
Ờ
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
Ố

制
度
を
利
用
す
る
に
は
　
ủ
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
Ứ
が
必
要
で
す
Ố

入
院
す
る
際
は
ỏ
市
役
所
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
市
県
民
税
非
課
税
世

帯
の
国
保
加
入
者

申
請
に
必
要
な
物
　
被
保
険
者

証
ỏ
高
齢
受
給
者
証
ớ
　
歳
þ÷

以
上
の
人
の
み
Ờ
ỏ
印
鑑
ỏ

身
分
証
明
書
ớ
運
転
免
許
証

な
ど
Ờ

①
・
②
共
通
事
項
　
引
き
続
き

交
付
を
受
け
る
場
合
は
ỏ
８

月
以
降
に
改
め
て
申
請
が
必

要
で
す
Ố
　

申
請
場
所
　
市
民
課
ớ
笠
懸

庁
舎
Ờ
ỏ
大
間
々
市
民
生
活

課
ỏ
東
市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
保

年
金
係
緯
　
０
９
７
２

（76）

国
民
健
康
保
険
は
頼
り
に
な
り
ま
す

入
院
で
医
療
費
が
多
く
掛
か
る
と
き
・・・

国
民
健
康
保
険
ớ
税
・
異
動
届
・
高
齢
受
給
者
証
Ờ
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④
高
齢
受
給
者
証

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受

給
者
証
は
ỏ
有
効
期
限
が
平
成
　ùú

年
７
月
　
日
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

úø

　
８
月
か
ら
は
ỏ
平
成
　
年
度
の

ùú

市
県
民
税
課
税
所
得
で
２
割
ớ
平

成
　
年
３
月
　
日
ま
で
１
割
Ờ
と

ùû

úø

３
割
の
負
担
割
合
を
判
定
す
る
た

め
ỏ
高
齢
受
給
者
証
が
一
斉
に
切

り
替
わ
り
ま
す
Ố

　
対
象
者
に
は
ỏ
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
７
月
末
ま
で
に
送
付
し

ま
す
の
で
ỏ
８
月
か
ら
は
ỏ
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
で
医
療
機
関
に

か
か
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

　
な
お
ỏ
高
齢
受
給
者
証
は
ỏ
病

院
な
ど
の
窓
口
で
国
保
の
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
国
保
加
入
者
で
ỏ
昭
和

　
年
８
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

øø人
ớ
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
を
除
く
Ờ

対
象
と
な
る
期
間
　
高
齢
受
給
者

証
で
医
療
を
受
け
る
期
間
は
ỏ

　
歳
の
誕
生
日
ớ
１
日
が
誕
生

þ÷日
の
人
は
そ
の
月
Ờ
の
翌
月
か

ら
　
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

þü
で
す
Ố

高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

煙
　
歳
未
満
の
人

þüˣ
平
成
　
年
７
月
　
日

ùû

úø

煙
昭
和
　
年
８
月
２
日
か
ら
昭
和

øø

　
年
７
月
　
日
生
ま
れ
の
人

øù

úø

ˣ
誕
生
日
の
前
日

※
　
歳
に
な
る
人
は
ỏ
誕
生
日
か

þüら
ủ
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
Ứ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
Ố

②
Ỗ
④
共
通
事
項
　

申
告
・
届
出
場
所
　
市
民
課
ớ
笠

懸
庁
舎
Ờ
ỏ
大
間
々
市
民
生
活

課
ỏ
東
市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
国
保
年

金
係
緯
　
０
９
７
２

（76）

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

ùú

療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
７
月

中
旬
以
降
に
発
送
し
ま
す
Ố

　
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
ỳ
た
人

þü

や
転
入
し
た
人
に
は
ỏ
別
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
Ố

◎
保
険
料
は
口
座
振
替
で

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
は
ỏ
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

　
国
保
税
な
ど
の
市
税
を
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
る
人
も
ỏ
新
た

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
Ố

持
参
す
る
物
　
預
金
通
帳
と
通
帳

届
出
印

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
　
　

被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

　
現
在
ỏ
交
付
さ
れ
て
い
る
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
は
ỏ
有

効
期
限
が
平
成
　
年
７
月
　
日
ま

ùú

úø

で
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
ỏ
７
月

末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ỏ
８

月
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
で
医

療
機
関
に
か
か
ỳ
て
く
だ
さ
い
Ố

　
な
お
ỏ
８
月
に
な
ỳ
て
も
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
ỏ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　
平
成
　
年
７
月
　
日

ùû

úø

◎
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
る
人

þü

　
年
度
途
中
に
　
歳
の
誕
生
日
を

þü

迎
え
る
人
に
は
ỏ
誕
生
日
ま
で
に

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
Ố

　
誕
生
日
を
過
ぎ
て
も
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
ỏ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

入
院
の
際
に
自
己
負
担
限
度
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が

入
院
す
る
際
に
事
前
に
申
請
し
ỏ

ủ
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
Ứ

の
交
付
を
受

け
る
と
ỏ
一

部
負
担
金
や

食
事
代
の
軽

減
を
受
け
ら

れ
ま
す
Ố

　
入
院
が
分
か
ỳ
た
と
き
に
ỏ
市

役
所
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
な
お
ỏ
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い

る
人
も
平
成
　
年
７
月
　
日
で
有

ùú

úø

効
期
限
が
切
れ
ま
す
Ố

　
引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
場
合

は
ỏ
８
月
以
降
に
改
め
て
申
請
が

必
要
で
す
Ố

申
込
・
申
請
先
　
市
民
課
ớ
笠
懸

庁
舎
Ờ
ỏ
大
間
々
市
民
生
活
課
ỏ

東
市
民
生
活
課

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
医
療
助

成
係
緯
　
０
９
７
２

（76）

　臓器移植に関する法律が改正された
ことにより、平成23年度から後期高
齢者医療被保険者証にも臓器提供に関
する意思表示欄が設けられました。
　被保険者証裏面の臓器提供意思表示
欄に記入することで、臓器を提供する
か、しないかの意思を表すことができ
ます。また、意思表示した内容につい
て見られたくない場合は、市役所担当
窓口にある「個人情報保護シール」を
ご利用ください。
　なお、臓器提供意思表示欄への記入
は任意ですので、必ず記入しなければ
ならないものではありません。

 国
保
人
間
ド
ỽ

国
保
人
間
ド
ỽ
クク

　
取
扱
医
療
機
関
が
追
加
ớ
日

帰
り
を
除
く
Ờに
な
り
ま
し
た
Ố

◎
１
泊
２
日
お
よ
び
日
帰
り
脳

ド
ỽ
ク

煙
社
会
保
険
群
馬
中
央
総
合
病

　
院

煙
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院

煙
伊
勢
崎
市
民
病
院

煙
富
士
重
工
健
康
保
険
組
合
総

合
太
田
病
院

◎
１
泊
２
日
の
み

煙
前
橋
赤
十
字
病
院

国
民
健
康
保
険ớ
税
・
異
動
届
・
高
齢
受
給
者
証
Ờ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ớ
保
険
料
・
被
保
険
者
証
Ờ

後期高齢者医療被保険者証の裏面に

臓器提供意思表示欄臓器提供意思表示欄をを設設置置
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対
象
者
　
ア
サ
ガ
オ
・
ニ
ガ
ウ
リ
を
育

て
て
い
る
市
内
の
一
般
家
庭
で
ỏ
緑

の
カ
ồ
テ
ン
の
出
来
栄
え
に
自
信
の

あ
る
人
　

申
込
期
間
　
７
月
　
日
㈬
Ỗ
８
月
　
日

ù÷

ùý

㈮
申
込
方
法
　
応
募
用
紙
に
住
所
ỏ
氏

名
ỏ
電
話
番
号
ỏ
植
物
種
類
を
記
入

の
上
ỏ
生
活
環
境
課
へ
フ
Ỹ
ク
ス
ỏ

Ｅ
メ
ồ
ル
ま
た
は
ỏ
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
Ố
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

も
可
能
で
す
Ố

毅
フ
Ỹ
ク
ス
　
胃
　
９
８
１
３

（þý）

毅
Ｅ
メ
ồ
ル
　

seikastukankyo@
city.m

idori.

　
               
      
      　
　

gunm
a.j

　
    
   p  

※
応
募
用
紙
は
ỏ
生
活
環
境
課
に
あ
る

ほ
か
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ồ
ド
で
き
ま
す
Ố

ア
サ
ガ
オ
・
ニ
ガ
ウ
リ
各
賞
　
最
優
秀

賞
１
点
ỏ
優
秀
賞
５
点
ỏ
佳
作
　
点
ø÷

選
考
方
法
　
写
真
選
考
ớ
応
募
者
が
撮

影
が
で
き
な
い
場
合
に
は
ỏ
市
職
員

が
訪
問
し
撮
影
し
ま
す
Ờ

問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
　
０
９
８
５

（þý）

緑
の
カ
ồ
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
を
募
集

よ
く
育
ỳ
て
ま
す
か
？
 緑
の
カ
ồ
テ
ン

人の動き（前月比）［５月末日現在］
総　数

世帯数

男
女

52,661人
25,977人
26,684人
19,161戸

（－46）
（－21）
（－25）
（－５）

　
離
職
者
で
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る

人
ỏ
ま
た
は
喪
失
す
る
恐
れ
の
あ
る

人
に
対
し
て
ỏ
住
宅
手
当
を
支
給

し
ỏ
住
宅
お
よ
び
就
労
機
会
の
確
保

に
向
け
た
支
援
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

支
給
対
象
者
　
支
給
申
請
時
に
次
の
①

か
ら
⑥
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
ỏ

市
内
に
在
住
ỏ
ま
た
は
居
住
す
る

意
志
の
あ
る
人

①
平
成
　
年
　
月
１
日
以
降
に
離
職

øĀ

ø÷

し
た

②
離
職
前
に
ỏ
主
た
る
生
計
維
持
者

で
あ
ỳ
た

③
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
ỏ
公
共
職
業
安
定
所
へ

の
求
職
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
ỏ

ま
た
は
現
に
行
ỳ
て
い
る

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
ỏ
ま
た
は

喪
失
す
る
恐
れ
が
あ
る

⑤
世
帯
の
収
入
お
よ
び
預
貯
金
が
一

定
金
額
以
下
で
あ
る

⑥
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
し
付
け
ỏ
地

方
自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
住
居

等
困
窮
離
職
者
に
対
す
る
類
似
の

貸
し
付
け
ỏ
ま
た
は
給
付
な
ど
を

申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
生
計
を

一
と
す
る
同
居
の
親
族
が
受
け
て
い

な
い

支
給
期
間
　
６
カ
月
間
を
限
度

※
就
職
活
動
要
件
を
誠
実
に
実
施
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
ỏ
さ
ら
に
ỏ

３
カ
月
間
延
長
が
可
能
で
す
Ố

支
給
額
　
住
宅
手
当
は
ỏ
月
ご
と
に

支
給
し
ỏ
支
給
対
象
者
が
賃
貸
す

る
住
宅
の
賃
料
月
額
と
し
ま
す
Ố

※
支
給
月
額
は
世
帯
人
数
に
応
じ
て

次
に
定
め
る
額
を
上
限
と
し
ま
す
Ố

毅
単
身
世
帯
　
３
０
⁌
７
０
０
円

毅
複
数
世
帯
　
３
９
⁌
９
０
０
円

毅
７
人
以
上
世
帯
　
４
７
⁌
９
０
０
円

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
ỏ
申
請
先
へ
提
出

申
請
先
　
社
会
福
祉
課ớ
笠
懸
庁
舎
Ờỏ

大
間
々
市
民
生
活
課
ỏ
東
市
民
生

活
課

問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
援
護
係

☎
　
０
９
７
５

（þý）

離
職
者
で
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
へ

住
宅
と
就
労
機
会
を
支
援
し
ま
す

学
校
な
ど
の
放
射
能
測
定

　
学
校
ỏ
保
育
園
な
ど
ỏ
市
内
施

設
敷
地
内
の
屋
外
の
空
間
放
射
線

量
お
よ
び
ỏ
プ
ồ
ル
水
の
放
射
能

濃
度
の
測
定
を
６
月
か
ら
継
続
的

に
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố
測
定
結
果

は
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
・
携
帯
サ

イ
ト
で
随
時
公
開
し
ま
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先

毅
空
間
放
射
線
量
ộ
生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係
☎
　
０
９
８
５
　

（þý）

毅
プ
ồ
ル
水
放
射
能
濃
度
ộ
学
校

教
育
課
学
事
係
☎
　
９
８
４
５

（þý）

ス
ポ
ồ
ツ
大
会
出
場
に
　
　

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　
県
予
選
を
通
過
し
て
関
東
大
会

以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
場
合

に
ỏ
参
加
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
Ố

対
象
者
　
市
内
在
住
で
大
会
要
綱

に
定
め
る
監
督
ỏ
コ
ồ
チ
ỏ
選

手
な
ど
の
登
録
メ
ン
バ
ồ

対
象
外
　
学
校
教
育
活
動
お
よ
び

民
間
ス
ポ
ồ
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
に

関
連
す
る
大
会

助
成
金
額
　

①
国
民
体
育
大
会
ộ
１
万
円

②
そ
の
他
の
大
会
ộ
全
国
大
会
３

万
円
ỏ
関
東
大
会
２
万
円
を
上

限
に
ỏ
参
加
費
と
日
数
な
ど
に
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期
日
　
８
月
　
日
㈰

ùø

時
間
　
午
後
２
時
Ỗ
３
時
　
分
ú÷

会
場
　
岩
宿
博
物
館

対
象
者
　
市
内
在
住
ỏ
在
勤
ỏ
在
学
い

ず
れ
か
の
保
護
者
ớ
男
性
Ờ
と
子

ど
も
ớ
小
学
校
１
Ỗ
６
年
生
Ờ

※
両
親
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
ỏ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

募
集
人
数
　
　
組
ớ
多
数
の
場
合
は
抽

１２

選
Ố
当
選
者
に
は
連
絡
し
ま
す
Ờ

参
加
費
　
２
０
０
円
ớ
ま
が
玉
１
個
Ờ

※
オ
プ
シ
ἀ
ン
ま
が
玉
１
個
２
０
０
円

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
ỏ
エ
プ
ロ
ン
ỏ

タ
オ
ル
ỏ
マ
ス
ク
ỏ
ひ
も
ớ
ス
ト

ラ
ỽ
プ
や
首
飾
り
に
し
た
い
人
の

み
Ờ
な
ど

※
白
い
粉
が
出
る
の
で
ỏ
汚
れ
て
も
良

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
Ố

申
込
期
限
　
８
月
５
日
㈮

申
込
方
法
　
Ｅ
メ
ồ
ル
ớ
住
所
ỏ
氏

名
ỏ
電
話
番
号
ỏ
ủ
イ
ク
Ｍ
Ｅ
Ｎ
講

座
申
込
Ứ
と
記
入
Ờ
ỏ
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
課
地
域

連
携
係
☎
　
０
９
６
２
ỏ
Ｅ
メ
ồ
ル

（þý）

kikaku@
city.m

idori.gunm
a.j

　
       
      
          
   p  

子
育
て
を
す
る
お
父
さ
ん
を
応
援
ủ
イ
ク
Ｍ
Ｅ
Ｎ
講
座
Ứ

パ
パ
と
一
緒
の
夏
休
み
 ま
が
玉
作
り
教
室

　あたたかい心　 ご寄付ありがとうございました。
大間々カントリー倶楽部…1,978,200円、向田会…100,000円、新井 明さん…100,000円、須永光司さん…実体顕微鏡

みどり市成人式のご案内
～20歳を迎える新成人の皆さんへ～

　平成24年の成人式を次のとおり挙行します。式典の詳
細については、11月下旬頃に対象者へ連絡します。
日時　平成24年１月８日㈰　
時間　午後２時
　　（式典開始予定）
会場　笠懸野文化ホール
対象者　平成３年４月２日から平
成４年４月１日生まれの人
※現在市外に住んでいる人で
も、みどり市出身（市内中学
校卒業など）であれば出席できます。式典への出席を
希望する人は、社会教育課へご連絡ください。

　式典の内容やアトラクションなど、成人式の企画・運
営に参加してくれる運営委員を募集します。
　一度しかない成人式、皆さんで相談しながら、楽しく
思い出に残るものにしませんか？　懐かしい顔と近況報
告をしながらの「同窓会」的な会議です。友だちも誘っ
て、ぜひご参加ください。
会議　成人式までの間の夜間に開催（３～５回）
※最初の会議は、8月上旬から中旬を予定しています。
申込方法　氏名・住所・連絡先を社会教育課へ連絡して
ください（新成人が対象となります）。

成人式運営委員を募集します

申込・問い合わせ先　社会教育課社会教育係緯（76）9846
Eメール：shakai-k@city.midori.gunma.jp

応
じ
て
算
出
し
た
金
額

申
請
期
限
　
開
催
日
の
　
日
前

øû

※
こ
の
ほ
か
ỏ
県
選
抜
で
関
東
圏

以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
選

手
ỏ
チ
ồ
ム
は
ỏ
激
励
金
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教

育
課
ス
ポ
ồ
ツ
振
興
係
緯
　
９
（þý）

８
４
６

多
重
債
務
者
法
律
相
談
会

　
債
務
整
理
相
談
や
ỏ
生
活
再
建

相
談
ỏ
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
な
ど

を
総
合
的
に
行
う
相
談
会
で
す
Ố

期
日
　
８
月
　
日
㈮

øĀ

時
間
　
午
後
６
時
Ỗ
８
時

会
場
　
大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ồ

定
員
　
　
人
ớ
先
着
順
Ờ

øý

費
用
　
無
料

相
談
方
法
　
要
電
話
予
約

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
み
ど
り

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ồ
☎
　
０
（þý）

９
８
７

老
人
憩
の
家
臨
時
休
館

　
大
間
々
老
人
憩
の
家
は
ỏ
８
月

の
１
カ
月
間
臨
時
休
館
し
ま
す
Ố

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ỏ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
高
齢
課
高

齢
福
祉
係
☎
　
０
９
７
４
　

（þý）
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原
子
爆
弾
被
害
者
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

　
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原

子
爆
弾
の
被
害
者
に
対
し
ỏ
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
Ố
受
給
資
格
の

あ
る
人
は
期
限
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
Ố

受
給
資
格
　
被
爆
者
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
ỏ
平

成
　
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
　

ùú

øü

日
ま
で
の
期
間
ỏ
引
き
続
き
当

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

見
舞
金
額
　
年
額
２
万
円

支
給
方
法
　
年
１
回
ỏ
９
月
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み

申
請
期
限
　
８
月
　
日
㈮

øù

申
請
に
必
要
な
物
　
被
爆
者
健
康

手
帳
と
印
鑑
ỏ
振
込
先
金
融
機

関
の
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福

祉
課
地
域
福
祉
係
☎
　
０
９
７

（þý）

５
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
入
居
日
に
指
定
が
な
い
場
合

は
ỏ
随
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

申
込
期
限
　
指
定
が
あ
る
場
合
を

除
き
毎
週
金
曜
日
ớ
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
Ờ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
課

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
防
止

の
た
め
ỏ
個
人
に
よ
る
合
併
浄
化
槽

の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
Ố
単
独
浄
化
槽
や
く
み
取

り
槽
を
撤
去
し
て
合
併
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
は
ỏ
転
換
に
つ
い
て
の

補
助
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
今
年
限
定
で
創
設
さ
れ
た

県
の
浄
化
槽
ủ
エ
コ
補
助
金
Ứ
に
よ

り
ỏ
転
換
設
置
の
補
助
金
に
さ
ら
に

　
万
円
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
Ố
合

ø÷併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
前
に
申
請
く

だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
住
宅
に
合
併
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人
で
ỏ
次
の
条
件
を
満
た

す
人

①
公
共
下
水
道
認
可
区
域
ỏ
農
業
集

落
排
水
事
業
区
域
ỏ
戸
別
浄
化
槽

整
備
事
業
区
域
な
ど
の
市
が
指
定

し
た
場
所
以
外
で
設
置
す
る
人

②
専
用
住
宅
お
よ
び
併
用
住
宅
の
場

合
は
ỏ
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
延

べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と

補
助
金
額

ở
新
設
Ỡ

毅
５
人
槽
ộ
　
万
円

ùû

毅
６
・
７
人
槽
ộ
　
万
６
千
円

ú÷

毅
８
Ỗ
　
人
槽
ộ
　
万
８
千
円

10

û÷

ở
転
換
設
置
Ỡ

毅
５
人
槽
ộ
　
万
円

ûĀ

毅
６
・
７
人
槽
ộ
　
万
６
千
円

üü

毅
８
Ỗ
　
人
槽
ộ
　
万
８
千
円

10

ýü

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課

下
水
道
係
緯
　
１
９
０
３

（þý）
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付
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付
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①
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②
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Ờ
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③
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・
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築
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て
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Ố
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Ỽ
ồ
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費
用
の
一
部
を
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助
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Ờ
Ố
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９
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月
中
旬

ø÷
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月
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９
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３
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懸
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９
３
３

岩
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文
化
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学
生
部
門
の
作
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集

夏
休
み
は
岩
宿
遺
跡
を
調
べ
て
み
よ
う

●普門寺の地蔵菩薩坐像
　東町花輪の中野地区で、近世以降はトロ薬師と
して信仰を集めてきたもので、明治時代に普門寺
に移されました。凝灰岩から作られ鎌倉時代後期
の製作と考えられます。
●岩穴観音の地蔵菩薩坐像と阿弥陀如来坐像
　大間々町小平の岩穴観音の洞穴内に安置されて
いるもので、地蔵菩薩坐像は凝灰岩製で鎌倉時代
後期、阿弥陀如来坐像は戦国時代の製作と考えら
れるもので、洞内において数百年間地域の信仰を
集めてきました。
●３つの石造仏とその歴史的背景
　普門寺と岩穴観音の地蔵菩薩坐像は、現在は薬
師様や観音様として祭られていますが、当初は地
蔵菩薩として作られたもので、この頃の黒川（渡
良瀬川上流域）地域や 須永御厨 における地蔵信仰

すながのみくりや

の普及を考える上でも重要です。また、笠懸町西
鹿田の天神山の凝灰岩を材料とした可能性が高
く、現時点での渡良瀬川流域の北限を示します。
天神山凝灰岩の石造物は、鎌倉・南北朝時代の新
田荘の交易品と考えられ、２つの石仏は新田荘の
経済活動を考える上で歴史的にも重要です。
　岩穴観音の阿弥陀如来坐像は安山岩で作られ、
戦国時代の製作と考えられています。この頃の石
仏は群馬県中部に多い反面、群馬県東部では少な
く、中毛と東毛における民衆レベルでの宗派の違
いを示す可能性があり貴重です。
問い合わせ先　文化財課文化財係☎（76）1933

今月の納税 鮫固定資産税第２期　国民健康保険税第１期　８月１日㈪が納期限です。忘れずに納付しましょう。
■夜間納税相談窓口（笠懸庁舎納税課）緯（76）0956　７月27日㈬・28日㈭・29日㈮　午後７時30分まで

東町・大間々町の石仏が
市指定重要文化財になりました

❶ ❷ ❸

❶
❷
❸

普門寺の地蔵菩薩坐像（凝灰岩製半肉彫）高さ64.5cm
岩穴観音の地蔵菩薩坐像（凝灰岩製半肉彫）高さ61.5cm
岩穴観音の阿弥陀如来坐像（安山岩製半肉彫）高さ40cm

家賃団地名
10,100円～17,400円塩原下ノ台団地
17,200円～36,300円鹿団地
  7,100円～12,100円中居団地
  9,100円～15,400円大平団地

41,000円高街道団地
7,000円沢入団地
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平和へのメッセージを伝える作品です。
期日　9月4日㈰
時間　
毅午前10時30分開演（10時開場）
毅午後２時開演（１時30分開場）
料金　全席自由　前売り一般1,000円（当日1,500
円）、小中学生・高校生800円（当日1,000円）
※チケット１枚につき50円を日本赤十字社群馬
県支部を通じて義援金として、映画の舞台にも
なった被災地（宮城県石巻市）へ寄付します。
チケット発売日　７月９日㈯

沖仁 ＡＵＴＵＭＮ TOUR 2011
　スペインで開催
されたフラメンコ
ギター国際コン
クールで日本人と
して初めて優勝し
た実力者である沖
仁さんによるコン
サートです。
期日　9月25日㈰
時間　午後６時開演（５時30分開場）
料金　全席指定 前売り3,000円（当日3,500円）

陸上自衛隊 中央音楽隊 みどり市演奏会
期日　８月７日㈰
時間　午後２時30分開演（１時45分開場）
料金　入場無料（要整理券）
申込方法　往復はがきに必要事項を記入の上、郵
送してください（先着順）。往復はがきの記入
方法は、広報６月号をご覧になるか、お問い合
わせください。なお、はがき1枚につき1人の
申し込みのみ有効です。

学習院大学落語研究会による
「ながめ落語＆お 囃子 教室」～無料～

は や し

日時　８月20日㈯　午後3時30分開演（3時開場）
問い合わせ先　☎0272（285）2355（竹澤）

こども探検隊
　栃木県動物愛護センターと草木ダムを見学・体
験する夏休み特別企画です。
期日　8月2日㈫
行程　大間々庁舎→笠懸庁舎→栃木動物愛護セン
ター→草木ダム→大間々駅→笠懸庁舎
対象　市内の小学3～6年生
定員　40人（申込多数の場合は抽選）
参加費　無料
申込期間　7月12日㈫～24日㈰
申込方法　電話または直接、各図書館（室）へ

子ども向け映画会
◎笠懸図書館
日時・内容
毅8月3日㈬　午後2時～「おまえうまそうだな」
毅８月４日㈭　午後2時～「ウルトラセブン」
◎大間々図書館
日時・内容
毅8月13日㈯　午後２時～
「こびと観察入門・モモジリ／ハナガシラ」

おえかきでマイバッグをつくろう！
期日　8月27日㈯　
時間・対象
毅午前10時～11時30分（4～6歳の未就学児）
毅午後１時30分～３時（小学1～4年生）
会場　笠懸図書館２階集会室１
材料費　100円
定員　各15人
申込期間　７月31日㈰～８月10日㈬
申込方法　本人か家族が直接、笠懸図書館へ

映画「エクレール・お菓子放浪記」
　戦争孤児の少年が、戦争で大切な人々を失い絶
望しながらも、たくさんの大人の応援を得て、生
きる希望を見出していく物語です。また、お菓子
への憧れを平和の希望にまで昇華したともいうべ
き作品で、主人公の生きる姿を通して命の尊さと
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市内各施設のイベント情報などをお知らせします。

第68回企画展「化石の水族館」
期間　7月16日㈯～9月4 日㈰
休館日　月曜日・7月19日㈫
※7月18日（月・祝）・8月1日㈪は開館します。
内容　今年の夏のコノドント館は、7月18日の
　「海の日」にちなみ、大昔の海にいた不思議な
　生き物たちの「化石の水族館」になります。

　今回は教科書でも紹介さ
れている“三葉虫”にス
ポットを当てました。体長
が70唖もある世界最大の
ものやトゲのある変わった
形のものなど世界中の三葉
虫が大集合します。

50年前の大間々祇園まつり（館内ビデオ放映）
期間　8月1日㈪～3 日㈬
内容　神馬などの伝統行事が復活するきっかけと
なった貴重な映像です。ぜひご覧ください。

あんびるやすこ原画展と講演会
◎原画展
期間　7月30日㈯～8月14日㈰
会場　笠懸図書館１階
◎講演会「なんでも魔女商
会＆ルルとララ・とって
おきのおはなし」
※サイン会もあります。
日時　8月6日㈯　午後2時
～3時30分
会場　笠懸図書館視聴覚室
定員　90人（先着順）
申込期間　7月19日㈫～31日㈰
申込方法　電話または直接、笠懸図書館へ

夏休み体験学習教室
岩宿人にチャレンジしよう
◎日帰りコース　８月５日㈮
◎宿泊コース（マンモスの骨と一緒に博物館に泊
まろう！）　８月６日㈯～７日㈰
内容　石ヤリ・石のナイフ作り、石のナイフで肉
を切る、ヤリ投げ、石蒸し料理作り
対象　小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）
参加費　日帰りコース2,000円、宿泊コース
3,000円
定員　各コース30人（先着順）
申込方法　希望コース・氏名・郵便番号・住所・
電話番号・学校名・学年・保護者名を記入の
上、はがき・ファクス・Eメール、または直接
お申し込みください。電話でも可能です。

夏休み子ども向け展示
岩宿人のくらしをさぐる
　岩宿時代の人々は、どんな生活をしていたので
しょうか。石器や道具、服、家などを復元して、
その作り方や使い方、岩宿時代の環境について、
分かりやすく展示します。展示物に触れることが
できるコーナーや「岩宿人検定」などを通して、
岩宿人の暮らしに迫りましょう。
　岩宿人に詳しくなって、「岩宿文化賞」にオリ
ジナリティー溢れる作品を応募してみませんか？
（本紙15ページ参照）
期間　７月31日㈰～９月19日（月・祝）
会場　岩宿博物館１階企画展示室
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月
８
日

ùü

㈪
ớ
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
Ờ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
大
間
々
高
校

ớ
内
林
Ờ
緯
　
１
６
１
１

（73）

 手
話
講
習
会
入
門
課
程

期
日
　
８
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
２
月

øþ

ùû

８
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
ớ
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
・
全
　
回
Ờ

ùú

時
間
　
午
後
７
時
Ỗ
９
時

会
場
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員
　
　
人
ớ
先
着
順
Ờ

ú÷

受
講
料
　
１
⁌
２
０
０
円
ớ
テ
キ
ス
ト

代
Ờ

申
込
方
法
　
７
月
　
日
㈮
ま
で
に
電
話

ùĀ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
緯
　
４
１
１
１

（76）

 ８
月
の
介
護
予
防
教
室

　
　
歳
以
上
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
人

ýü
が
対
象
で
す
Ố

○
笠
懸
地
区
ụ
元
気
サ
ロ
ン
Ủ

期
日
・
会
場
ớ
各
公
民
館
Ờ
　
８
月
２

日
㈫
ớ
７
区
Ờ
・
３
日
㈬
ớ
３
区
Ờ・

９
日
㈫
ớ
５
区
Ờ
・
　
日
㈬
ớ
４

ø÷

区
Ờ
・
　
日
㈮
ớ
１
区
Ờ
・
　
日
㈮

øù

ùý

ớ
２
区
Ờ

防
火
管
理
資
格
取
得
講
習

お
よ
び
防
火
管
理
再
講
習

地
域
の
学
校
開
放
講
座
　

ủ
切
り
絵
教
室
Ứ
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時
間
　
午
前
９
時
Ỗ
　
時
　
分

11

30

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
緯
　
４
１
１
１

（76）

○
大
間
々
地
区
ụ
い
き
い
き
教
室
Ủ

期
日
・
会
場
　
８
月
５
日
㈮
ớ
い
き
い

き
セ
ン
タ
ồ
Ờ
・
９
日
㈫
ớ
　
区
公

øø

民
館
Ờ
・
　
日
㈭
ớ
小
平
公
民
館
Ờ・

øÿ

　
日
㈮
ớ
福
岡
中
央
公
民
館
Ờ
・
　

øĀ

ùù

日
㈪
ớ
１
区
公
民
館
※
午
後
２
時
Ỗ

３
時
　
分
Ờ
・
　
日
㈮
ớ
塩
原
公
民

ú÷

ùý

館
Ờ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
　
時
　
分

ø÷

øø

ú÷

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
間
々
支
所
緯
　
４
０
５
４

（72）

○
東
地
区
ụ
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
Ủ

　
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
Ố

期
日
・
地
区
　
８
月
１
日
㈪ớ
小
夜
戸
Ờ・

３
日
㈬
ớ
沢
入
Ờ
・
８
日
㈪ớ
草
木
Ờ・

　
日
㈪
ớ
花
輪
１
区
Ờ・
　
日
㈬
ớ
花

ùù

ùû

輪
３
区
Ờ

時
間
　
午
後
１
時
　
分
Ỗ
３
時
　
分

ú÷

ú÷

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
東
支
所
緯
　
２
８
２
８

（97）

 市
体
育
協
会
大
会
・
教
室

　
市
体
育
協
会
主
催
の
大
会
・
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
Ố

ừ
県
都
市
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技
大
会
み
ど

り
市
選
考
会
Ử

期
日
　
８
月
９
日
㈫

会
場
　
赤
城
国
際
カ
ン
ト
リ
ồ
ク
ラ
ブ

対
象
　
市
内
在
住
者

定
員
　
　
人
ớ
先
着
順
Ờ

úù

参
加
費
　
３
⁌
０
０
０
円

申
込
先
　
新
井
緯
　
５
４
５
３
ỏ
宮
原

（76）

緯
　
２
９
２
８
ỏ
大
間
々
ゴ
ル
フ
練

（97）
習
所
緯
　
２
０
２
４

（72）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ

部
ớ
松
島
Ờ
緯
　
１
２
８
０

（72）

ừ
初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室
Ử

期
日
　
７
月
　
日
㈭
・
　
日
㈭

øû

ùø

時
間
　
午
後
７
時
Ỗ
９
時

会
場
　
厚
生
会
館

参
加
費
　
無
料

準
備
す
る
物
　
軽
装
で
軽
め
の
運
動
靴

そ
の
他
　
毎
週
火
・
木
曜
日
に
は
厚
生

会
館
で
通
常
の
教
室
も
行
ỳ
て
い
ま

す
Ố

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
体
育
協
会

太
極
拳
部
ớ
櫻
井
Ờ
緯
　
２
１
５
８

（72）

　
子
ど
も
の
心
や
言
葉
の
発
達
に
関
す

る
巡
回
相
談
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

期
日
　
８
月
４
日
㈭
　

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
午
後
３
時

10

会
場
　
桐
生
市
黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ồ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
こ
ど

も
課
家
庭
児
童
相
談
室
緯
　
０
９
９

（76）

５ 自
死
遺
族
相
談
と
交
流
会

　
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ồ
で
は
ỏ
ご

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
人
ớ
親
・

き
Ỷ
う
だ
い
・
子
ど
も
・
家
族
Ờ
を
対

象
に
ỏ
遺
族
同
士
が
安
心
し
て
思
い
を

打
ち
明
け
ら
れ
る
相
談
と
交
流
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
Ố

日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日
の
午
前
ớ
要

予
約
Ờ

※
交
流
会
ớ
月
１
回
実
施
Ờ
は
ỏ
相
談

　
を
受
け
た
人
に
別
途
連
絡
し
ま
す
Ố

会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ồ
ớ
前
橋
市
野
中
町
３
６

８
Ờ
緯
０
２
７ớ
２
６
３
Ờ１
１
５
６

7月【ナイターレース開催日】
7/5・6・7・8・9
21・22・23・24・25　
28・29・30・31・8/1・2
8/5・6・7・8・9
【場外発売日】
7/2・3・4・5（浜名湖周年）
13・14・15・16・17・18
（オーシャンカップ・ナイター）

東
部
児
童
相
談
所
の
　
　

巡
回
相
談
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日
時
　
７
月
　
日
㈰
　
午
前
９
時
　
分

ùû

øü

会
場
　
グ
リ
ồ
ン
ト
ピ
ア
ớ
岡
登
三
俣

分
水
公
園
Ờ

対
象
　
幼
児
ỏ
小
・
中
学
生

参
加
費
　
無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
笠
懸
町
商
工

会
青
年
部
緯
　
２
５
０
７

（76）

 献
血
に
ご
協
力
を

　
成
分
献
血
は
行
わ
ず
ỏ
２
０
０
悪
献

血
と
４
０
０
悪
献
血
の
み
で
す
Ố
献
血

カ
ồ
ド
ớ
献
血
手
帳
Ờ
を
お
持
ち
の
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố
　

日
時
　
８
月
４
日
㈭
　
午
前
９
時
　
分
ú÷

Ỗ
正
午
ỏ
午
後
１
時
Ỗ
４
時

会
場
　
市
役
所
笠
懸
庁
舎
玄
関
前

問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ồ
緯
０
２
７
ớ
２
２
４
Ờ
２

１
１
８

 憩
の
家
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
Ố

期
日
　
７
月
　
日
㈪
　

ùü

時
間
　
午
前
９
時
　
分
Ỗ
正
午

ú÷

会
場
　
笠
懸
老
人
憩
の
家
　
広
間

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人

ý÷

定
員
　
　
人
ú÷

参
加
費
　
１
０
０
円

申
込
期
限
　
７
月
　
日
㈬

ù÷

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
笠
懸
老
人
憩

の
家
緯
　
５
０
６
４

（76）

 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

ừ
保
険
料
免
除
申
請
は
毎
年
必
要
Ử

　
所
得
が
少
な
く
ỏ
保
険
料
納
付
が
困

難
な
場
合
に
ỏ
一
定
の
基
準
に
よ
り
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
ỏ
　
歳
未

ú÷

満
の
人
に
は
ỏ
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り

ま
す
Ố

　
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を

行
い
ỏ
審
査
の
上
ỏ
承
認
さ
れ
る
と
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
免
除
ớ
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
全

額
の
納
付
が
猶
予
Ờ
さ
れ
ま
す
が
ỏ
一

部
免
除
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
Ố

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
の
申
請
は
ỏ
原
則
と
し
て
毎
年
必

要
で
す
Ố

　
今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
ỏ
継
続
申
請
を

し
て
い
な
い
人
ỏ
一
部
免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
た
人
は
ỏ
６
月
　
日
で
承
認

ú÷

期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
Ố
引
き
続
き
免

除
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
は
ỏ
申
請

が
必
要
で
す
Ố

ừ
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
納
付
可
能
Ử

　
保
険
料
は
ỏ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

　
ク
レ
ジ
ỽ
ト
カ
ồ
ド
に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
の
で
ỏ
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
ỏ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
年
金
事
務
所
緯

　
２
１
６
７

（44） 梅
田
湖
夏
ま
つ
り

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
Ố
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
Ố

期
日
　
７
月
　
日
㈰
　

ùû

時
間
　
正
午
Ỗ
午
後
３
時

会
場
　
桐
生
川
ダ
ム
ớ
梅
田
湖
Ờ

内
容
　
桐
生
川
ダ
ム
・
桐
生
川
発
電
所

の
見
学
ỏ
魚
の
つ
か
み
取
り
ỏ
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ồ
に
よ
る
消
火
・
救
難

訓
練
の
実
演
な
ど

※
モ
ồ
タ
ồ
ボ
ồ
ト
に
よ
る
梅
田
湖
周

遊
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
県
桐
生
土
木
事
務
所

☎
　
０
１
２
１

（53）

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
助
体
験
ỏ

各
種
福
祉
施
設
で
の
見
学
・
体
験
な
ど

を
通
じ
て
ủ
と
も
に
生
き
る
Ứ
こ
と
の

大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
Ố

期
日
　
８
月
４
日
㈭
ỏ
　
日
㈭
ỏ
　
日

øø

øþ

㈬
ỏ
　
日
㈯
ớ
全
４
回
Ờ

ùþ

時
間
　
午
前
９
時
　
分
Ỗ
　
時
　
分

ú÷

øø

ú÷

７月24日までに地デジ化を
　アナログ放送終了まで残りわず
かとなりました。市内全域でも地
上デジタル放送に移行されます。
　忘れずに地デジ化しましょう。
◇地デジ化のご相談は…
　地デジ化の対応で困りごとがあ
りましたら、デジサポ群馬（総務省テレビ受信者支
援センター）へお問い合わせください。
デジサポ群馬　緯027（202）1100
◆各種助成についてのお問い合わせ
　経済的な理由で地上デジを受信できない世帯へ、
地デジチューナーの無償配布を行っています。詳し
くは各窓口へお問い合わせください。
煙ＮＨＫ受信料全額免除世帯　緯（0570）033840
煙市町村民税非課税世帯　緯（0570）012724
◎地上デジタル放送全般について
総務省地上デジタルテレビジョン放送受信センター
緯0570（07）0101

こ
ど
も
魚
つ
か
み
取
り
　

大
会

夏
休
み
小
・
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ỹ
ア
体
験
ス
ク
ồ
ル

アナログ放送終了まで残りわずか！
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ớ
　
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ùþ

　
　
　
分
ま
で
Ờ

ú÷

会
場
　
募
集
案
内
で
確
認
く
だ
さ
い
Ố

対
象
　
み
ど
り
市
・
桐
生
市
在
住
の
小・

中
学
生

定
員
　
　
人
ớ
先
着
順
Ờ

ù÷

費
用
　
無
料

申
込
期
間
　
７
月
　
日
㈪
Ỗ
　
日
㈪

øø

ùü

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
　
４
１
１
１

（76）

期
日
　
　
月
　
日
㈰

ø÷

ùú

会
場
　
上
武
大
学
伊
勢
崎
キ
Ỿ
ン
パ
ス

ớ
伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町
Ờ
な
ど

対
象
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で

５
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

出
願
期
限
　
７
月
　
日
㈮
 

ùĀ

試
験
案
内
配
布
場
所
　
市
役
所
介
護
高

齢
課
ớ
笠
懸
庁
舎
Ờ
ỏ
桐
生
保
健
福

祉
事
務
所
な
ど

合
格
発
表
日
　
　
月
９
日
㈮

øù

問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
福
祉
協
議
会
 

福
祉
人
材
課
☎
０
２
７
ớ
２
８
０
Ờ

４
１
０
７

　
夏
休
み
を
前
に
ỏ
子
ど
も
に
関
す
る

法
律
相
談
を
何
で
も
受
け
付
け
ま
す
Ố

期
日
　
７
月
　
日
㈫
　

øĀ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
午
後
４
時

ø÷

電
話
番
号
　
０
１
２
０
ớ
４
４
５
Ờ
９

３
０

そ
の
他
　
常
設
の
無
料
電
話
相
談
ủ
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
Ứ
☎
０
２
７

ớ
２
３
４
Ờ
９
３
２
１
は
ỏ
毎
週
木

曜
日
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
で
す
Ố

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
群
馬
弁
護
士

会
☎
０
２
７
ớ
２
３
３
Ờ
４
８
０
４

 緑
の
募
金
の
お
礼

　
平
成
　
年
度
の
緑
化
推
進
運
動
期
間

ùú

中
ớ
４
月
１
日
Ỗ
５
月
　
日
Ờ
緑
の
募

úø

金
運
動
を
行
い
ỏ
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
善
意
を
お
預
か
り
し
ỏ
㈳
群
馬

県
緑
化
推
進
委
員
会
へ
送
金
し
ま
し
た
Ố

　
募
金
は
ỏ
緑
化
推
進
事
業
ớ
苗
木
配

布
Ờ
ỏ
み
ど
り
の
少
年
団
育
成
事
業
ỏ

緑
化
推
進
パ
ン
フ
レ
ỽ
ト
作
成
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
Ố

募
金
額
　
８
１
６
⁌
０
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
市
役
所
農
林
課
☎
　（76）

１
９
３
７

　
８
月
開
催
の
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
と

笠
懸
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ồ
コ
ン
ク
ồ
ル

上
位
入
選
者
作
品
を
展
示
し
ま
す
Ố

ừ
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
Ử

期
間
　
７
月
　
日
㈮
Ỗ
　
日
㈮

øü

ùĀ

会
場
　
大
間
々
庁
舎
１
階
市
民
コ
ồ
ナ
ồ

ừ
笠
懸
ま
つ
り
Ử

期
間
　
７
月
　
日
㈮
Ỗ
８
月
　
日
㈰

øü

ùø

会
場
　
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と
ギ
Ỿ
ラ

リ
ồ

問
い
合
わ
せ
先
　
各
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
ớ
市
役
所
観
光
課
内
Ờ
☎

　
１
２
７
０

（76） 子
育
て
サ
ロ
ン
夏
期
休
館

　
子
育
て
サ
ロ
ン
は
ỏ
小
学
校
の
夏
休

み
期
間
中
ỏ
休
館
に
な
り
ま
す
Ố

休
館
期
間
　
７
月
　
日
㈬
Ỗ
８
月
　
日

ù÷

ùĀ

㈪
ớ
８
月
　
日
㈫
か
ら
利
用
可
能
Ờ

ú÷

問
い
合
わ
せ
先
　
市
第
１
親
老
児
童
館

緯
　
６
０
４
６
ỏ
市
社
会
福
祉
協
議

（76）

会
緯
　
４
１
１
１

（76）

　
効
率
的
で
安
心
・
安
全
な
時
間
外
診

療
を
継
続
す
る
た
め
に
ỏ
今
年
２
月
か

ら
ủ
時
間
外
診
察
費
特
別
料
金
Ứ
の
徴

収
を
導
入
し
た
結
果
ỏ
５
カ
月
で
救
急

患
者
の
時
間
外
受
診
は
ỏ
外
来
で
約
　ú÷

％
減
少
し
ま
し
た
Ố

　
⍾時
間
外
診
察
費
特
別
料
金
⍿は
ỏ
救

急
車
や
小
児
救
急
電
話
相
談
か
ら
の
案

内
で
来
院
し
た
場
合
で
も
対
象
と
な
り

ま
す
Ố
救
急
医
療
を
守
る
取
り
組
み
に

ご
理
解
ỏ
ご
協
力
く
だ
さ
い
Ố

ừ
時
間
外
診
察
費
特
別
料
金
Ử

対
象
日
時

煙
夜
間
ộ
平
日
・
午
後
５
時
　
分
Ỗ
翌

ú÷

日
午
前
８
時
　
分
ûü

煙
休
日
ộ
土
・
日
曜
日
ỏ
祝
日
ỏ
年
末

年
始
ớ
　
月
　
日
Ỗ
１
月
３
日
Ờ

øù

ùĀ

徴
収
金
額
　
３
⁌
３
６
０
円

徴
収
対
象
外

煙
入
院
を
必
要
と
し
た
場
合

煙
救
急
外
来
受
診
の
た
め
ỏ
他
院
か
ら

の
紹
介
状
を
持
参
し
た
場
合

煙
緊
急
な
処
置
対
応
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合

そ
の
他
　
福
祉
医
療
制
度
該
当
の
人
も

徴
収
対
象
と
な
り
ま
す
ớ
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
の
人
を
除
く
Ờ
Ố

問
い
合
わ
せ
先
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院

総
務
課
☎
　
７
１
７
４

（44）

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市からのお知らせを掲載しています。

市制施行90周年・水道創設80周年記念事業

第48回桐生八木節まつり
　今年は、恒例のイベント
に加え、 鉾 の

ほこ

 曳 き違いや鳴
ひ

門阿波踊りなどのイベント
も行います。
期間　8月５日㈮～７日㈰
問い合わせ先　
桐生市役所観光交流課
緯（46）1111

県
介
護
支
援
専
門
員
　
　

実
務
研
修
受
講
試
験

子
ど
も
の
人
権
　
　
　
　

一
日
無
料
電
話
相
談
会

ま
つ
り
ポ
ス
タ
ồ
　
　
　

コ
ン
ク
ồ
ル
原
画
展
示

桐
生
厚
生
総
合
病
院
　
　

時
間
外
診
察
費
特
別
料
金
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実
習
で
ủ
蘇
生
Ứ
の
意
味
を
考
え
る

　
消
防
署
で
の
実
習
の
際
ỏ
心
肺
停
止

で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
方
が
ỏ
数
日
後

に
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
ỳ
た
ケ
ồ
ス
を

体
験
し
ま
し
た
Ố
一
時
ỏ
呼
吸
と
心
拍

は
戻
ỳ
た
の
で
す
が
ỏ
意
識
は
取
り
戻

せ
な
い
ま
ま
で
し
た
Ố

　
こ
の
経
験
か
ら
ỏ
本
当
の
ủ
蘇
生
Ứ

と
は
ỏ
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
ỳ

て
ỏ
社
会
復
帰
も
果
た
せ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
Ố

大
震
災
で
思
い
が
よ
り
強
く

　
小
さ
い
時
か
ら
人
の
役
に
立
ち
た

い
ỏ
と
い
う
思
い
が
強
か
ỳ
た
の
も

あ
ỳ
て
ỏ
今
の
進
路
を
選
ん
で
い
ま
す

が
ỏ
今
回
の
大
震
災
で
ỏ
よ
り
そ
の
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
Ố
震
災
直
後
の

テ
レ
ビ
映
像
を
見
た
時
は
ỏ
何
も
で
き

な
い
自
分
が
と
て
も
悔
し
く
て
ộ
Ố

　
も
し
ỏ
消
防
署
の
救
急
救
命
士
に
な

れ
な
か
ỳ
た
ら
？
　
そ
ん
な
こ
と
は

今
ỏ
全
然
考
え
て
な
い
ん
で
す
よ
Ố

救
急
救
命
士
を
目
指
し
て

　
救
急
救
命
士
に
な
る
た
め
に
ỏ
専
門

学
校
で
学
ん
で
い
ま
す
Ố
来
年
３
月
の

卒
業
後
は
ỏ
消
防
署
で
救
急
救
命
士
と

し
て
働
き
た
い
ỏ
と
思
ỳ
て
就
職
活
動

中
で
す
Ố
元
々
男
性
が
多
い
職
場
で
す

の
で
ỏ
狭
き
門
な
ん
で
す
よ
Ố

　
私
が
在
籍
し
て
い
る
学
科
も
女
性
は

　
人
中
５
人
Ố
人
の
命
を
救
う
仕
事
を

ùù目
指
し
て
い
る
の
で
ỏ
基
礎
体
力
を
付

け
る
必
要
が
あ
り
ỏ
体
育
の
授
業
も
多

く
組
ま
れ
て
い
ま
す
Ố
走
ỳ
た
り
ỏ
筋

ト
レ
を
し
た
り
ỏ
男
性
に
混
じ
ỳ
て
頑

張
ỳ
て
い
ま
す
　（笑）

　
高
校
２
年
生
の
時
ỏ
両
膝
に
け
が
を

し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ỏ
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
体
を
動
か

せ
る
よ
う
に
す
る
理
学
療
法
士
は
ỏ
や

り
が
い
が
あ
り
そ
う
ỏ
と
感
じ
て
ỏ
目

指
し
て
い
た
ん
で
す
よ
Ố
で
も
学
校
見

学
で
ỏ
学
科
の
先
生
か
ら
現
場
で
命
を

救
う
救
命
救
急
士
も
や
り
が
い
が
あ
る

よ
ỏ
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ỏ
今
の

進
路
を
選
び
ま
し
た
Ố

（20歳　笠懸町）佐藤 有由さん

命を救う仕事で人の役に
第２志望なんて考えてない

お姉さんと一緒にカラオケ店で（写真右お姉さんと一緒にカラオケ店で（写真右））

　
ủ
コ
ン
コ
ン
チ
キ
チ
ン
ỏ

コ
ン
チ
キ
チ
ン
♪
Ứ
７
月
も

半
ば
に
な
る
と
ỏ
子
ど
も
た

ち
が
練
習
す
る
 祇
園
囃
子
 が

ぎ
お
ん
ば
や
し

町
内
か
ら
聞
こ
え
始
め
ま
す
Ố

太
鼓
や
 鉦
 ỏ
笛
の
音
色
な
ど

か
ね

に
ỏ
何
と
な
く
郷
愁
を
感
じ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
Ỷ
う
か
Ố

　
左
の
写
真
に
は
ỏ
珍
し
い

三
輪
の
山
車
が
写
ỳ
て
い
ま

す
Ố
写
真
の
奥
に
旧
大
間
々

銀
行
ớ
現
コ
ノ
ド
ン
ト
館
Ờ

が
見
え
る
こ
と
か
ら
ỏ
大
正

末
か
ら
昭
和
初
期
の
も
の
で

し
Ỷ
う
Ố

　
ủ
お
ぎ
Ỷ
ん
Ứ
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
大
間
々
祇
園

ま
つ
り
は
ỏ
寛
永
６
年
ớ
１

６
２
９
Ờ
に
始
ま
ỳ
た
と
さ

れ
ỏ
３
８
０
年
以
上
の
伝
統

が
あ
り
ま
す
Ố
毎
年
８
月
１

日
か
ら
３
日
に
か
け
て
ỏ
山

車
巡
行
や
神
馬
ỏ
 神
輿
渡
御
 

み
こ
し
と
ぎ
Ỷ

と
い
ỳ
た
神
事
の
ほ
か
ỏ
お

囃
子
競
演
会
が
行
わ
れ
ỏ
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
Ố

　
現
在
伝
わ
る
お
囃
子
は
ỏ

大
太
鼓
１
ỏ
 締
 太
鼓
ớ
小
太

し
め

鼓
Ờ
４
ỏ
笛
１
ỏ
鉦
１
Ỗ
２

で
構
成
さ
れ
ま
す
Ố
曲
種
も

ủ
さ
ん
て
こ
・
昇
殿
・
ね
ん

ね
ん
・
き
り
ん
Ứ
な
ど
を
は

じ
め
ỏ
全
　
曲
と
極
め
て
多

øû

く
ỏ
７
つ
の
山
車
が
居
並
ぶ

祇
園
囃
子
の
競
演
は
見
応
え

が
あ
り
ま
す
Ố

大
間
々
祇
園
ま
つ
り
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私の
熊本県益城町

クラブ紹介

空港を擁する熊本城下の玄関口空港を擁する熊本城下の玄関口

ま し き

　益城町の人口は約33,000人、阿蘇熊本空港があ
る町で、私の実家も空港から10分程度の所です。
私が帰省するときは、実家の兄が、飛行機が通過す
るのを見てから迎えに来るほど近いんですよ。
　空港で交通が便利なためか、町にはグランメッセ
というとても大きなイベントホールがあって、企業
の展示会などに利用されています。それから、大き
な工業団地もできていて、人口もだんだんと増えて
いるみたいです。
　私が若い頃は、買い物や病院など、ほとんどの生
活圏は隣の熊本市内でした。みどり市で、桐生や前
橋の病院や高校に通うようなものですね。私も、高

校の３年間と、その後の仕事では、熊本城のすぐそ
ばで過ごしたので、校庭から見上げた天守閣や、会
社の昼休みにお城へ散歩に行ったことが、青春時代
の１番の思い出です。元々歴史が好きだというのも
ありますが、今でも熊本城にはとても愛着があっ
て、他のどんなお城よりも美しいと思っています。
　熊本ならではの味と言えば、やはり“からしれん
こん”ですかね。それから熊本はラーメンが有名で
すが、私はちゃんぽんが大好きでした。有名な長崎
のちゃんぽんとはまた違う味なんです。昔、熊本へ
向かうブルートレインの食堂車で食べた「長崎ちゃ
んぽん」は熊本の味が
しました。まだ幼い息
子たちを連れての里帰
り。車内でこれを食べ
ると、ふるさとへ帰る
という実感が湧いたも
のです。

髙田テイ子さん
（大間々町）

　
８
人
の
会
員
で
月
３
回
ỏ

土
曜
日
に
大
間
々
　
区
集
会

øú

所
で
活
動
し
て
い
ま
す
Ố

　
歌
う
曲
に
は
ỏ
大
間
々
地

域
の
民
謡
も
あ
り
ま
す
Ố
民

謡
は
歌
う
の
が
難
し
い
な
ỏ

と
練
習
で
い
つ
も
思
う
の
で

す
が
ỏ
一
人
で
車
に
乗
ỳ
て

い
て
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
と

き
は
ỏ
な
か
な
か
も
の
じ
Ỵ

な
い
か
ỏ
と
自
画
自
賛
も
　（笑）

　
そ
れ
に
大
き
な
声
で
歌
う

こ
と
は
ỏ
と
て
も
健
康
に
も

い
い
ん
で
す
よ
Ố
不
思
議
と

歌
詞
も
忘
れ
に
く
く
ỏ
き
ỳ

と
頭
の
老
化
防
止
に
も
な
ỳ

て
い
る
の
で
は
？

　
こ
う
や
ỳ
て
会
員
同
士
で

集
ま
ỳ
て
話
を
す
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
ね
Ố
毎

年
秋
に
は
ỏ
大
間
々
地
域
文

化
祭
に
出
演
し
ỏ
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
Ố

　
昭
和
　
年
の
発
足
当
時
は

üø

　
人
以
上
い
た
の
で
す
が
ỏ

ú÷人
数
が
減
ỳ
て
き
て
し
ま
い

ま
し
た
Ố
ぜ
ひ
ỏ
若
い
人
に

も
仲
間
に
入
ỳ
て
も
ら
ỳ
て

郷
土
の
民
謡
も
引
き
継
い
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
Ố

大
間
々
民
謡
保
存
会

ớ
代
表
者
　
伊
藤
 昭
作
さ
ん
Ờ

郷
土
の
情
緒
を
三
味
線
と

尺
八
の
音
色
に
乗
せ
て

４人の先生方と一緒に
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Topics

  フォト・トピックス
 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

　７月の群馬ＤＣ開幕を前に、市内でもさまざまな取り組
みが行われました。６月12日の岩宿の里朝市には、ぐん
まちゃんが登場し、来場者とふれあいながらＤＣをアピー
ル。14日には、区長会が「群馬 女将 の会」会長の塚越裕子

お か み

さんを講師に招き、ＤＣへの心構えを学びました。

加 加加加加加加加加加加加加加

群馬デスティネーションキャンペーン

開幕準備、着々と

　６月１日、みどり市は、地上デジタル放送への対応を進
めるため、受信障害対策中継放送や市が保有する光ファイ
バー網を活用した共聴施設を整備し、地上デジタル放送の
推進に貢献したとして表彰されました。

加 加加加加加加加加加加加加加加

地デジ対応への貢献が認められました

「電波の日」関東総合通信局長表彰

加 加加加加加加加加加加加加加

ブナの植樹とハイキング

袈裟丸山で森林体験教室

　６月５日、草木ダムの水源を守るために、ブナの植樹を
行う森林体験教室が、袈裟丸山で開催されました。
　参加者たち（一般参加23人・関係者18人）は、新緑の
中、ハイキングと植樹に心地良い汗を流しました。
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 フォト・トピックス
 フォト・トピックス

　６月12日、大間々16区で防災訓練が行われ、子どもか
ら高齢者まで約250人の地域住民が参加しました。山間地
のため、土砂災害への危険意識が高いこの地域では、昨年
消防団ＯＢや地域の役員が協力して、自主防災会を設立
し、今回が初めての本格的な訓練となりました。

加 加加加加加加加加加加加加加

大間々16区自主防災会で防災訓練

地域の安全をみんなで守ろう

がれきを撤去し葛
けが人を救出▼

滑三角巾を使った
　応急手当を学ぶ

炊き出し訓練葛

加 加加加加加加加加加加加加加

緑のカーテン苗木配布での募金を元に

鹿田山にヤマザクラの苗木を植樹

　「がんばろう！日本」のロゴ入りＴシャツやポロシャツ
を市職員などが自費で購入し、代金の一部を震災の義援金
に充てるチャリティークールビズを始めました。市民の皆
さんもいかがですか。販売店：足利屋洋品店緯（73）1212

加 加加加加加加加加加加加加加

6月22日から市役所で着用を開始しました

チャリティークールビズ

　６月23日、５月に実施したゴーヤ・アサガオの苗の配布
時の募金（35,359円）で購入したヤマザクラ35本が、市環
境保健委員会から鹿田山環境保全ネットワークへ寄贈され、
渡良瀬養護学校の生徒たちと一緒に植樹を行いました。

Ｔシャツ 白・Ｔシャツ　白・紺紺（1,000円※内義援金分250円（1,000円※内義援金分250円））
ポロシャツ白・ポロシャツ白・紺紺（1,300円※内義援金分300円（1,300円※内義援金分300円））
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夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
く
料
理

を
し
ま
せ
ん
か
？

期
日
・
会
場

煙
７
月
　
日
㈮
・
笠
懸
公
民
館

ùù

煙
７
月
　
日
㈫
・
東
保
健
セ
ン
タ
ồ

ùý

煙
７
月
　
日
㈬
・
大
間
々
保
健
セ

ùþ

ン
タ
ồ

時
間
　
午
前
　
時
Ỗ
午
後
１
時
　

ø÷

ú÷

分
対
象
者
　
小
学
生
を
含
む
家
族
・

グ
ル
ồ
プ

定
員
　
各
会
場
　
組
ớ
先
着
順
Ờ

øü

メ
ニ
ỿ
ồ
　
カ
レ
ồ
ピ
ザ
ỏ
冷
た

い
ト
マ
ト
ス
ồ
プ
ỏ
ブ
ラ
マ
ン

ジ
ỻ

参
加
費
　
１
人
３
０
０
円

持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
ỏ
エ
プ

ロ
ン
ỏ
三
角
巾
ỏ
手
拭
き
用
タ

オ
ル

申
込
方
法
　
開
催
日
の
３
日
前
ま

で
に
笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ồ
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ố

ừ
日
本
脳
炎
予
防
接
種
Ử

　
平
成
　
Ỗ
　
年
度
の
間
ỏ
国
が

øþ

ùø

積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い

た
た
め
に
ỏ
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
人
に
対
し
ỏ
５
月
　
日
か
ら
特

ù÷

例
措
置
と
し
て
ỏ
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
Ố

　
対
象
者
で
５
月
　
日
以
降
に
自

ù÷

費
で
接
種
を
し
た
人
は
ỏ
払
い
戻

し
が
で
き
ま
す
の
で
ỏ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
平
成
７
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
の

øĀ

間
に
生
ま
れ
た
人

接
種
期
間
　
　
歳
未
満
ま
で

ù÷

予
診
票
交
付
場
所
　
各
保
健
セ
ン

タ
ồ
お
よ
び
東
支
所
ớ
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
Ờ

そ
の
他
　
第
１
期
の
接
種
回
数

ớ
３
回
Ờ
お
よ
び
第
２
期
ớ
１

回
Ờ
の
合
計
４
回
の
う
ち
ỏ
未

接
種
回
数
分
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
Ố
た
だ
し
第
２
期

の
接
種
は
ỏ
第
１
期
終
了
後
ỏ

９
歳
に
達
し
て
か
ら
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

ừ
子
宮
 頸
 が
ん
予
防
接
種
Ử

け
い

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
ỏ
６
月
　
日
よ
り

ø÷

供
給
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
Ố

　
接
種
期
限
は
ỏ
平
成
　
年
３
月

ùû

　
日
で
す
が
ỏ
合
計
３
回
の
接
種

⚓⚑を
す
る
た
め
に
は
ỏ
９
月
　
日
ま

ú÷

で
に
１
回
目
の
接
種
を
済
ま
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ỏ
お
早
目

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
Ố

対
象
者
　
中
学
１
年
生
Ỗ
高
校
２

年
生
相
当
年
齢
　

　
今
年
度
よ
り
結
核
・
肺
が
ん
検

診
ớ
胸
部
エ
ỽ
ク
ス
線
撮
影
Ờ
の

結
果
を
受
診
者
全
員
に
送
付
し
ま

す
ớ
 喀
痰
 検
査
の
結
果
は
ỏ
後
日

か
く
た
ん

別
に
通
知
を
送
付
Ờ
Ố

　
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

は
ỏ
７
月
に
笠
懸
地
区
で
実
施
す

る
結
核
・
肺
が
ん
検
診
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
Ố

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

結
核
・
肺
が
ん
検
診
結
果

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう熱中症を予防しましょう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

お
や
こ
の
食
育
教
室

熱中症とは　体内の熱が、十分体外へ出ないため
に起こる病気です。気温や湿度が高く、風通し
の悪い所や直射日光の当たる所にいるときに起
きやすいので、注意が必要です。帰宅後や就寝
後など、室内で症状が出ることもあります。
熱中症の症状　目まいや耳鳴り、頭痛、吐き気、
息苦しさ、脱力感、眠気などがあり、重症にな
ると意識を失うことがあります。
予防のために　発育途中の子どもや体力が低下し
ている高齢者は、熱中症になりやすい傾向があ
ります。節電が求められていますが、体調に十
分気を付けた上での取り組みをお願いします。
○睡眠不足や風邪気味など、体調が悪いときは、
暑い日中の外出や運動は控えましょう。
○通気性の良い洋服を着て、外出時は必ず帽子を

かぶりましょう。帽子はつばが広く、後頭部に
日が当たらないものが最適です。

○「のどが渇いたな」と感じた時は、すでに水分
不足になっています。定期的に少しずつ水分を
補給しましょう。

熱中症になってしまったときの応急処置
○スポーツドリンクなどで、水分を補給する
○脇の下や首筋を冷やす
○涼しい木陰か冷房
　の下で休む
※頭痛や下痢、 嘔吐 

おうと

など特に異常があ
る場合は、すぐに
医療機関へ相談し
てください。
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休 日 当 番 医 休日当番接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する
場合もあります。確認してお出掛けください。

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3‐3‐2）
　時間　午前10時～午後３時　緯（45）1397
毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516‐8）
　時間　午前10時～午後１時　緯0276（45）7320

休日歯科診療所

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

消費者相談

期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）
時間　午前９時～正午、午後１時～４時
会場　消費生活センター緯（76）0987
（大間々庁舎１階）
※来所の際は事前にご連絡ください。

子どもたちの教育に関する相談 
（児童・生徒・保護者向け）

期日　毎週月～金曜日
時間　午前９時～午後５時
会場　教育研究所 電話教育相談室
　　緯（73）1110
※来所相談の場合もまずはお電話で

心配ごと相談・行政相談・人権相談

笠懸会場（笠懸老人憩の家）
期日　７月25日㈪、８月５日㈮
時間　午前９時～午後３時
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

大間々会場（厚生会館）
日時　８月17日㈬　午後１時～３時　
問い合わせ先　社会福祉協議会大間々支
所緯（72）4054
東会場（高齢者生活福祉センター）
日時　８月10日㈬　午前10時～正午
問い合わせ先　社会福祉協議会東支所緯
（97）2828

　精神科医師による相談です。
期日　７月28日㈭
時間　午後１時30分～５時
会場・予約・問い合わせ先　大間々保健
センター緯（72）2211

料無 相 談

無料人権相談（人権擁護委員相談）

期日　毎週木曜日（祝日を除く）
時間　午後１時～４時
会場　前橋地方法務局桐生支局緯（44）
3526

高齢者相談
期日　毎月第３水曜日
時間　午前10時30分～正午
会場　笠懸老人憩の家
問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸本所
緯（76）4111

法律相談(弁護士相談）※予約制

大間々会場（厚生会館）
日時　８月17日㈬　午後１時～３時　
問い合わせ先　社会福祉協議会大間々支
所緯（72）4054

みどり市障がい者相談支援室

日時　月・火・木・金曜日　午後２時～4
時30分（電話相談）、水曜日　午前10
時～午後４時（来所による相談も可）
会場　障害福祉センターつばさ
問い合わせ先　みどり市障がい者相談支
援室緯（76）4700

桐生市の法律相談（弁護士相談）

【市民相談室（桐生市役所２階）】
期日　７月21日㈭・28日㈭、８月４日
㈭・11日㈭・18日㈭
時間　午前10時～正午（８月４日・18
日は午後１時～３時を追加）
会場　桐生市役所市民相談室
定員　１日あたり７人（先着順）※８月
４日・18日は14人
予約受付　午前９時～午後４時（土・日
曜日、祝日を除く）桐生市役所緯（46）
1111内線355・503

（76）6311内外整笠懸町東邦病院
７/17㈰ （20）8080内児循消境野町６いずみ内科　

（72）1230内児大間々町斎藤医院
（54）1517耳鼻相生町２耳鼻咽喉科 設楽医院
（22）8611整天神町３石川整形外科医院

７/18㈪ （54）8735内児相生町２前川内科医院
（30）7077麻内大間々町アイダ痛みのクリニック
（22）4068外内本町３東郷医院
（73）2211外内児大間々町恵愛堂病院

７/24㈰ （45）2525外内三吉町２水谷胃腸科外科医院
（44）7781内本町４木村クリニック
（52）0898内児相生町１金沢医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

７/31㈰ （72）1655内大間々町稲葉医院
（47）1248児内織姫町おりひめ医院
（22）3234皮本町１栗原皮フ科医院
（73）2211外内児大間々町恵愛堂病院

８/７㈰ （52）6671整広沢町４長谷川整形外科医院
（44）8897内境野町６藤井内科医院
（52）6608内児循相生町２小暮医院
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

８/14㈰ （53）9668眼相生町３池上眼科医院
（20）7780児新宿３おのこどもクリニック
（72）1025内児大間々町萩原医院

（52）0846広沢町５高橋接骨院７/17㈰ （73）6550大間々町かなめ接骨院
（73）7455大間々町馬場接骨院７/18㈪ （53）9966相生町１澤接骨院
（44）5100東７福間接骨院７/24㈰ （22）8555宮前町１中島接骨院
（44）1151境野１大川接骨院７/31㈰ （52）0606相生町２吉田接骨院
（43）1111東１今井接骨院８/７㈰ （72）1455大間々町近藤接骨院
(43)5374境野町６藤倉接骨院８/14㈰ （73）6902大間々町なかじま接骨院

こころの健康相談※予約制

桐生保健福祉事務所の相談

会場　桐生保健福祉事務所（桐生市相生
町）緯（53）4131

《子育てこころの相談》
日時　毎月１回（不定期）※要予約
《精神保健福祉相談》
期日　毎月第２金曜日 ※要予約
時間　午前10時～正午
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発
行
／
み
ど
り
市
役
所
　
衣
379
崖
2395　

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
2952番

地
編
集
／
秘
書
課
広
報
広
聴
係
　
緯 （76）0957　

思 （76）9698
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
URL　

http://w
w
w
.city.m

idori.gunm
a.jp/

３歳未満（受付時
点）のお子さん
の写真を募集し
ています。お子さ
んの笑顔を広報
紙面に掲載して
みませんか。お子
さんの氏名（ふり
がな）、年齢（○
歳○カ月）、住所、
電話番号、保護
者氏名、コメント
(40字以内)を明
記し、お子さんの
写真を添えて秘
書課広報広聴係
（笠懸庁舎）へ

写 真 募 集

プリンセス大好き。
これからも笑顔を忘
れず、元気に大きく
育ってね。

小林 心優
2歳11カ月

   こばやし   みゆう

小林 優斗
2歳6カ月

  こばやし　ゆうと

髙石 青來
1歳11カ月

  たかいし　 そら 奥野 葵衣
２歳１1カ月

   おくの　 あおい

ぶどう大好き、お外で
遊ぶの大好き。
いっぱい遊んで元気に
育ってね。

いつもニコっとした笑
顔で、みんなを癒や
してくれます。いつ
までも明るく元気な
葵衣でいてね。

お姉ちゃんがとっても
大好き。いつまでも明
るく元気に育ってね。

笑笑顔で笑顔でで

た笑
や
つ
な

ぶど
遊ぶ
いいいいっ
育っ育育っ

サケのムニエル
トマトソース

サケ（甘塩）の切り身 …………………
　　コショウ …………………………
小麦粉 ………………………………
サラダ油 ……………………………
バター ………………………………
トマトソース
　　トマト ………………………………
　　片栗粉 …………………………
キヌサヤ ……………………

４切
適宜

大さじ４
大さじ１
大さじ１

１個
小さじ１

１／２袋(60g)

サケの切り身にコショウで下味をつける。焼く直前
に小麦粉をふる。
フライパンにサラダ油を熱し、温まったらバターを
溶かす。❶のサケを両面、きつね色に焼く。
トマトソースを作る。トマトを粗みじんに切り（皮
は除いた方がきれいに仕上がる）、片栗粉を加え２
～３分おいて吸水させ、レンジで３～５分加熱して
とろみをつける。
皿にサケ、トマトソースを盛りつけ、ゆでて千切り
にしたキヌサヤをあしらって出来上がり。

❶

❷

❸

❹

ニ
エ
ル
は
、
食

材
に
小
麦
粉
を
ふ
っ

て
バ
タ
ー
で
香
ば
し

く
焼
い
た
フ
ラ
ン
ス

料
理
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
ソ
ー
ス
で
味
に

変
化
が
で
ま
す
。
小

麦
粉
に
は
、
食
材
の

匂
い
を
吸
収
す
る
働

き
が
あ
る
の
で
、
魚

が
苦
手
で
も
食
べ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

ム
ニ
エ
ル
に
使
用

す
る
小
麦
粉
の
種
類

は
、
薄
力
粉
、
強
力

粉
が
お
薦
め
で
す
。

薄
力
粉
は
フ
ワ
ッ
と
、

強
力
粉
は
パ
リ
ッ
と

仕
上
が
り
ま
す
。
ま

た
小
麦
粉
を
ふ
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
焼
き
ま

し
ょ
う
。
時
間
を
置

く
と
粉
が
水
分
を
吸

っ
て
し
ま
い
、
焼
き

上
が
り
が
べ
っ
と
り

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
の
ソ
ー
ス
は

旬
の
ト
マ
ト
を
使
い

ま
し
た
。
お
い
し
く

作
る
ポ
イ
ン
ト
は
片

栗
粉
を
入
れ
て
か
ら

十
分
に
吸
水
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
シ
ン
プ

ル
な
ソ
ー
ス
な
の
で

赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳
食

に
も
使
え
ま
す
。

（
撮
影
協
力　

み
ど
り

市
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
）

ム

（１人分 256キロカロリー）


